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柑模原青年会議所
創立10周年品念誌



青年会謙所(J C) とは

,'海会浪所(J C) は、 ミ明るい既かな社会：の実現を届l

じ理想とし、次代の担い手たる責任感をもった20歳から40蕊

までの指祁打たらんとする11年の団体です。

,'f年は人種、国在、性別、職哀、宗教の別なく、自由な個

人の．む志によりその居住する各都市の行年会議所に入会でき

ます。

25年の胚史をもつIJ本の存年会填所述勁は、めざまいヽ発

版を続けておりますが、現在 573 の祁市に4 万 5千余の会U

をはし、全国的述勅の総合関整桟関として日本i'r年会：和所が

屯京にあります。

全世昇に及ぷこの ~1年運拗の中枢は国際ff年会議所ですが、

80~力国に国［平1：・会議所があり、 42余万人が国際的な述け

いをし・yてi6W] をしています。

Il i`’'tff.会ぶ所の 1t棠日襟は、 こ社会と人間の開発ミです。

その具体的 ·li哀としてわれわれは市民社会の一il とし、iIi民

のJしk＆を求め社会Ill!発計画による I」 1;~ili勁をJ戊 1}1，l しくI‘J由＞

をしt位とした民上的瓜UI指礼能力のllll発をおし進めています。

さら 1.:ll 本の独立と民上主筏を守り、自山経済体制の確立

による設かな社会を創りtこすため、 IIi民運動の先頭にたって

辿むr.II（卜、それが，＇,11,会議I所です。

1975年度日本J Cスローガン ',’'|'`i ]\\’II＼児＼賢＼＼鸞鸞

人liuへの間待明Bへの行動八＇，
削ろう正lしいH本の心＼

1,  l : 1 ! I I I ¥ ¥. ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥¥¥ ¥¥¥¥¥¥¥ ¥ ¥ ¥ ¥¥¥ 
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J C I Creed 

We Believe : 

Thal [ailh in God gWes mcaI911Ig 
and pu rposc 10 human life ; 

Thal the brotherhood of man 

1 ranscend 1hc sove re屯’lly of 
Ilalio19S ; 

Thal economic justice ca1ヽ bes t
be won by free men through 

rrcc cmerpr1SC ; 

Thal government如uld be of 
laws rather 1ha11 of men, 

Thal earth's great treasure lies 

in human personality; and 

That service to humanity is the 

best work of life. 

JC 1 網領

我々はかくはじる：

叩仰は人生にC筏と II 的を!j-え
人類のI, ilH包及は16l'ぶの旧位をU越し
正い、経済のだ1戊は

fIIlI経済社会を通じてJU しよ<it成され
政治は人によって Ii: Uされず法によって
述営さるぺきしのであり
人It1の個性はこのt宝であり
人類への4らftが人生Jli rf·のft ’Itである」

J C 宣言文

理性と法による

社会の秩庁を確立し

個人の創邸と

公正な競／（遠を通じて

経済の発屎を尖現し

隣人のヽ悴せを駈う者が

正しく報われる

民上上義社会の達成を！J.t•い

民族の気慨を結果して

u本の平和と独立を守り

人1り1性へのは頼こそ

すぺての国を結ぶ

きずなであることを~i,;(、げる

綱

奉 lt . 修

われわれJayc心は

領

社会的・ I ~1訂1,.J. I I lmf) t it ([ t 1 1 \“£ L 

．ぶを 1..1 し＇i,.る h 191 リ．し、JJを合 9 ヽせ

”年としてし'))ミtu ．と＇1．J・人とfli ：し｝r t..) < 
11)I るい翌かなtt;シ＇r ・りしさ 1:11 よ）

練 . 友情
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大会記念式典
プログラム

10月25日（土）

登録受付（柑模原市民会節） …•••……••••13: 00~14 : 00 

創立10周年記念式典・· •……•………•……•14: 00~16: 00 

プロローグ ぼうちうた 郷土芸能閲児見郎(i会

式 典 国歌斉唱

J C ソング斉唱

J C 宣言文糾l読

綱領唱和

来究紹介

LI 本J C役U紹介

来訪J C紹介

歓迎のあいさつ

米宕祝辞

理限あいさつ

エピローグ こども神楽9雑しり盟'}"Ill ニ -,·1`叱

想い出の人々との10年

，記念 ’lt業発必

御礼のことば

懇親会（三協会館）・..••……,....... •…..... 16 : 30~18 : 30 ` 



10 周年

～一―i ,99, •訂‘’· • • `9_,99 9・．．"'---i.

市に藤棚を寄贈

ナャリティショーとに金をもとに 1li立狐沼公l.1lにi贔 Ill'!寄J柑

（投孜ル｝ 9；fr: 9ぃ欣交通公園内休憩広J~) t.i1久物の寄間は

,Iiのば火始まって以米のことであり、 9 mo「I に完成。

ヽ

.. ー ra  • 
ヽ... 

ぞ

｀七、~ ｷ ~•-~ ｷ 
•一ヽ
•• r...“"—’—` ●且L - - - - - -• •----

＾ー、七•つ.. 

一市民若菜まつり

5 ll 3 1l. 4 1l 

第 219,1 ,IiLi;よつり 1.: tAlf。

• 

`

L

 

.

.
』

「

^ 
' 

` 

ベ
a
」
'
f
.
‘

し一｀
6
 



,_. --— 

」記念事業

西曲E囲み“'蛛釆を考える

か一冨ーー一二lこ＝二-―
無着成恭氏を回み教育臼考えろ 9” 

づ
l 

-]-._-タ
第 1 回 8}14 n 悶師熙 n知砥

子どものヤせを保raする枚·f-i'を行

える梨い
労
3
[朝
力
の
中

多
ン
ド
て
汐
芸
人
＾

』
―
―

J C 文化 1Ill 座

第 2 回 9/13 「I 渇師西）L~，浅氏

西丸芯浅氏を囲み人taの未来をJ!;

える

よ
心ユ

墨一

早起き野球大会

7 月 6 □ より 9JI 7 II 迄

市内各£PL)で・人施

疇ロ
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,‘• 梱 曲今

} 
神奈川県知事

長洲ーニ

柑佼原？t年会ぶ所が枕liかしい1!£史を刻みつ

っn1J立10周年を迎えられましたことを心から

お祝い巾し」： It'ます。

県北の地相模原に郷土を愛する経済人がh9

受と1r~1士の1'11神の種をまいて l0年、fu t父9fの

大地にたわわに実る稲他のように、いまや早

苗はみごとに成長し創立10周年記念式典を必

人に開催されるまでに発展いたしました。

10年の址ぶをへて大地に大きくしっかりと

恨を張るまでにはぐくんでこられた関係者の

竹様の御努力に対し深く牧．むを必します。

世の中がめまぐるしく移り変わり、人と人

との心のふれあいすら博れている 111;今、人1iil

性の [I il復を求める人々の声には切実なものが

あります。

私は、 630 万貼民全てが安心して｝炉らせる

神奈川、隣人同士がいたわりあい励ましあう

ような辿滞感に渦ちた神奈川の廷設を貼政の

第一の、；閃題といたしました。

そのためには、私たち行政に携わる打の努

)Jはもとよりですが、県民の付さんの深い理

り化と協力、そしてさらに一歩辿んで竹様のよ

うな市民のI::1での I‘1 ..t (I') かつ述設（lりな泊動の

盛り上がりがあってこそはじめて「生活hの

心がしみ辿り脈うつ叫政」が兵現できるもの

と伯じます。

どうか今後とも杓き実菜人の英知と 9.'H心を

粘比して 11Jl るい：わかな社会づくりに御IMJ・ド

ご挨拶
さるよう念剥いたしますとともに、fl11及1Jii't

年会JNI所の限りない発展と会ll竹様の御虹r.~

をお祈りしお祝いの；i紺といたします。

8 
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相模原市長

河津勝

fIII知；i,'{年会墳所が、このたび、創立10Bl

年を迎えられましたことを、心からわぶ↓ぴ1.µ

しあげます。

昭和40年91-l 、友情、 4も仕、iヽ線の三{,t条

のもとにJIJIるい既かな社会づくりを [I指して

fll1及／頑廿年会ぷ所が粘成されて以米、交通安

全キャンベーン、チャリティショウ、各種行

事への参加協力等、地域社会に'i'fJliした U 常

活動を h1極的にIRIIII され、住民福祉の何上に

多大の成果をあげてこられました。

このことは、胚代理 ’lt長をはじめ会il各位

のなみなみならぬご努力の賜とイハじ、深く改

．むを必する次第であります。

本市では、人口急増と漱しい都市化がわtぃ

ており、名兵ともに人間は頂の住み良いr,lh1i

を実現するため、市の総力を粘丸して祁市づ

くりを推進していますが、 It 1こ既かな「た＜

ましい市民のまちf11,1凡原」を夫現するために

は、市民行さんの知土を文する熱．ほと力が不

可欠なことは中しあげるまでもありません。

そのため、市ではりIi民桜まつり」等を行

い、ふるさとづくりに努力していますが、こ

のilik(l勺な和1,にが年会」凡所が,,心となって

i,ft祉されていることは、 K変必及あることで

あり、竹様がたの活動に’がせる 11i民のJり1けは

ひとしお大きいものがあります。

どうか、この10周年を哭代に会tHII且の述

携を一k1深められ、fll1父／J;i i＇｛年会iRI;/iが今後
ますますご梵／氏されることを祈念してお祝い

の；］栄といたします。

相模原商工会ほ所

会頭篠崎 隆

ll{{ fIl し既に50年、：［tに'I\ lit紀を 111りするこの

爽秋に当り All1父／1記'{ff-会ぶ所がめでた＜印l J. 

101,\I 年を迎えられ、ここにむ義ある記念比tは
さんが企画され一，t況辞,,,しあげる閏会を n

ましたことは払の深くytびとするところであ

ります．

面みればiJi~後の国民が荒）itしたiU乱にあえ

ぎつつあった昭和2•1 年 9り述 II 本の理忠（度火』凡

に地えて東）i［に(iIJ設された 1\'年会ぶ1,/t.1,t! dl/) は

女に1：人の笑知とが1烈の込しいt、5，はでありよ

した。以米この削始fn卜1Iたる友が1 、．や（I:、tt

線の三iふ条は全国に波及しJ見在 570 diに於て

45000余名の会il を（「するに至っており、本 1| i

においていllt丸r,;iロータリークラプ及び川峠

1'1'年会ぶ所1i氾れの下に国1 る＜立かな社会づ

＜如をモットーとして昭和·Il :f・；込生したfIJ

l~IJ妬‘f年会JR所は会l lすでに 100 名になんな

んとし交通安全キャンベーン、ナャリティシ

ョー、市民まつり守の社会 ’I9文推進にもばし

い成果をおさめられ、このI父記念すべき 101,iI

年を迎へられることとなり誠にご[i'i]~にたえ

ないところでございよす。

なわこのだ1Jiに 1胆身された会U 各i立のたゆ

まざるごうう力に対しよしては深iしなる数．0と
惑出を1伶げる次mでありよす。

＂に当会墳所た足以来、 ')1紐さ ’l'f月 r.1iをiu

当して参り 1 した Itll品もあり｀ 1En．？を Lいl．也し
ば L 今廿の感をJ,~じ I'.> ませんでした。 u.} 恰し

伐がLhl*li行は社t＆い大のfl! l;'tに直血しつつあ
りr,l,j会ぶ所の使命もまた、J（かつ人といわざ
るを閲ませんが今後t,l.J~はそれぞれの分9fで

95 カするは勿泊、進んで 111/j_ 1ん）］の土t{：化を

囚り以て地1戊社会のクが19 と、 1\'fi工応の似膜に
．芯1}することにより rliりの煎I：＼ひいては 11/I る

ぃ u 本建設の一助と L いたしたいと行えてわ

りますので一Mのご IA)Jをわi(lいすると共に

益々のご兌展を 1斤念し祝辞といたします。

, 
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社団法人日本青年会請PJi

会頭佐藤敬夫
口
＞

創立10l．廿年を迎えられたtIlt及頒が1,• 会ik所

の会IIぶ兄に心からお祝いを 111 し上げます。

ぶ兄が、出たれとともに力をそそいでこら

れたこのJ C述勅10年の庄史 1よ、 1,t創 1り1の漱

勃の9公史であったことであろう。しかし、会

U ひとりひとりが、ここで経験された1’t虫な

iりれと、 17々しいt,'I熱、郷士戊にみちf..:J畠{9ト

な ;11ヤを、どのような形でIAIりl していくかが、

今後のmt込I以J C発屈の5込となろう。

tとより、」 C述動は地械社会に密4.,fした

述勅である。(J分遠の住む地域社会にしっか

"Uを下ろし、その社会から多くの1、-f粕を符

た各地,'i年会ぶ所の活勅がすべてである。お

互いの Fづくりの(inif1（（観を認めあい、地域社

会の中に、i’Uの自主性をもってJ C述動を節

立していただきたい。

孜々は、今口、は人のセせを顧うものが正

しくむくわれるような社会を祁いていかねば

ならないが、それには内心にひそむ欲が1邪念

と杖いうち兌つことのでさる良き生活打、健

全な）⇔たが必娑となろう。

9斤しいJ C迷勅の流れをfliJるため、人 Itl t.t

会の I又序のため、会tl ひとりひとりが、白分

の I・によってという公既にみちてこれからの

迷勅をすすめていたださたい。

flit及碩，＼｀年会．~I祈の今後のごitt1出を）＜いに

ltlit F したし‘•

l 1」;

社団法人日本青年会請所

副会頭小沢一彦

相9知原i','年会ぶ所の創立10周年を心よりお

喜こび1ドし上げます。

スポンサーの川＊奇冑年会；和所1よじめ、創立

当切にご苦•'された先輩i"兄から今日まで多

くの友情と情ftが注がれて、ここに10年目を

むかえられましたり［は大変意義深い ‘ltであり

ます。

さらにこの Itl に地域社会の竹様の暖かいご

理駅とご支援が常にこの述動のささえであっ

たと確信を致しております。

私遠の運動もこの10年間で大きな変革をし

てまいりました。

経済成 1り最中の10年前、私遠の述動も経済

坦．考サロン (1’·) なム 7 ドでなかったとはゴえま

せん。

しかし今日では、社遠の述動は、そのI!iの

J,tも必要とする、その街の個性と 1,f色を充分

に生かした市民述動を推進する市民団体とし

ての）j向を Uばとしております。

この10年r::1 に急激な糾進をとげたfll校1JI に

於いてl,'辿が生んだ多くの問題．、！．i．を適硫 1こと

らえ h1極的に糾の広い IIi民運動をこのtlU知原

の I}i 1 こ／且 IUJされ 9斤しい IiiづくりのQとなられ

た •lヽを祈念し、は々のご発屈を）り1 iS致します。

10 



喜恕怠咆） --
--

こ 社団法人日本百年会諸所

（間東培区は9員会長）

高橋福八

’
鴫
｀
｀

JIH~I如＇がf.会:RI斤OII立 IOr8J年わめでとうご

ざいます。

関火地区 110 会い会ば所 l”人会U を代J,

して心からわ祝い巾し上げます。

r)・fトーも」と訂いますが、 10年は地球の

屁火と比蚊すれば一岨ですし、反面毎時毎 II

の人 l111 のおみを忠うと逸）jもなく比い）g111りで

あります。

この問移り＇変る社会の変,'(<をかにた収りし、

J C述動をたゆみなく絞けられたfu校1点i'がf.

会填所の行さんの!l'l\tti li撼駄のものがあるこ

とでしょう。さて·，'がf・会lRI升迷動は現佗可I

II:l..,.. ..t.ックの時」に来ていると忠われます。

ゴ栄をかえてゴえば、かつて新しかったf，

法が現在怠速に辣／腐なものになり、この辺で

創始の1,9神に立ち返りそのシステムを総、•,.it灸

すぺき 11.tです。

又”年会ぶlifr会Uのわかれている立J~も以

前と比較し、ずい分きぴしいしのになってま

いりました。

今年度関火地区tかの 1.I.'.i.‘1ヽ哀として去る 8

II 訪中の1斤 r辺 1よJtl l りくねってけわしいが1iiJ

途には光II)l がある」

r条件がと。のわないのなら [1 からその条

件を (11つて ,Fr迪しようJと；＿r うスローガンが

"1こf.11 象に9父りました。

さあ lOr.9 年を迎えたt111及/J記＇がf・全浪所［；）．志

“:A.9 この人きな節を欠煉としてこのスロー

ガンのように ruJJ II 」をはし•rn分」をはじ

てた1k i佼1R がh［をださ合い、スクラムillんで

+1l t知）；（の、神勾11 の、 II 本の、そして地[Kの

そ）にさらに大さく 1iir進しようではありません

か．9

^ ｀う09
社団法人日本百年会紐所

（神会川プロック出1会&)

多田慎二

tIII丸lh( ff年会“｀所が011 ,t 10l.f9 年を迎えるこ

とは、神依JII プロノク 1.,J1l 会にとってしこの

上もない喜ぴでムります。このHII知版とJぅ

地に石い夭知が鮎出し、急速な鼻むmt会の近

代化のためにi仕乱した木水を反いて、/i'ft. 

友情、 9芦糾、の 31Ji lllJのしと、fn佼1点のJIl T' 

となるぺく 10年前に 1し々のがド会ぷ所が新し

い、社会追りの広Jりを求め、 I’f年の力をして

,1Jれある行動にかりたて．ここに1or.\l年の而

を迎えることが出来たしのと．也いよす。

弘は、ここに神依JII プロノク 1出1l会会lとと

して．この 10年の胚火の11・[.:采された、 4191父

I如＇f年会ぼ9斤の『ft人なる足9かと、 1'が1こ会」員1'/t

述勁への双献に対し．沖和1I プロ・ノク lぬ0

名を(tJ：し、 I•I．ぃ心出と、深い 6K．むと、心か

らのむたびを 1ドしヒげます。

,'が1：・会ぷ,;rr迷少力は、この LO年間に培われた

光埠ある l公火を1f;}に．その伝統の狙I卜とい

ぅ↓'t(f、そして 1わドを創造するという (•E命を

¢iなっており、その迷少I)のムとも大 •1, なことは、

i•I志9,',J砧合に売かれた連・：；＂.:!,.きぴしし、使ヽi1

惑、そして共通の 111,~ に而い I’f年の1,19A を、

しってtit｀しし遇迪し、↓．t収する行勅こそ IIJl i.\;

される、 J C；五動であるとはいよす。

孜々のこの沌動が．，＇が1ポ礼＂”ピ動である

ことをこの10年を欠1,1として今一度．ここに

’’i認し次なる人米にr:,1 つて 1臼い＇）ーダーシノ

プのしと卜t会の一U としてた頭にたたいんこ

とを祈りつつむ祝いの． r父にかえさせていた

ださます。
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社団法人横須賀青年会請所
（当闘•閲東地区叫員会長）

高地光雄

tnt知原J ClO周年記念おめでとう．，

私は、当時の柑校原J Cの認承証伝達式の記

念誌を今でも大切にしまっておりますが、お

祝いの3莱をおくので、 10年振りにその記念

比を開いて見ました。

なつかしい船が、ぞくぞくと出て来ました。

辻元会頭、増田元プロック北、中9f元川崎J

C理事長、そして相桟原J Cの大先輩、矢品

初代理ll9長等、竹んな頭の毛がふさふさとし

て若くてはつらっとしているではありません

か。

今でも、夫々の年令としては、お若く兄え

るようですが、やっぱり40オ以前の若さはピ

チピチしている感じです。今更ながら10年の

オ月がなつかしく身にしみる思いです。

当時の記念誌の私の挨拶文の中に「・・・相投

原J C は、仮J Cの時に既に活発な19業を実

施されているので、認承証伝遠式のときは、

もう立派な会且ばかりで侵秀なJ Cです…ス

ボンサーの川崎J C が伝統あるJ C ですから、

相校原J Cの前途は洋々たるものが開けてい

る・・・」とありました。

今の相校原市は、人口に於ても、私達の横

須n市を追越すことは時間の問題でありまし

ょうが、iliの発展と同様に、fl]阪原J C も私

の予3通り．覧媒的な発展を遂げておられる御

様ー子で、本当 1こたびにたえません。

どうぞ、若い力を中心に、更に次の20周年

をめざして、大発展をして頂くよう期往して

やみません。おめでとうございます。
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社団法人川崎青年会請所

(16代理事長）

中野貴司

矢島初代理！lt長と相模原市民会館の壇上に

於て惑激の姐手をしたのがつい昨日のIJ9のよ

うに思っておりましたが、 10周年を迎えられ

ると伺い我がtltのように喜んでおります。

相校原J Cの設立は東京J C の会且で柑模

原に事業所をもつ木下治君の努力に始まり、

其後関束地区協より川崎J C がスポンサーJ

C になるようにとの呼び掛けがありました。

当時の高地光雄関東地区協議会長、増田彦一

第三プロック長、斉葎文夫直前理事長、大日

向邦夫特別委只長はじめ一緒に相模原通いを

絞けて下さった、現在はOB になられた方も

多い川崎J Cの会Rの方々に本当にお世話に

なりました。この桟会に心からお礼申上げま

す。

川崎J C にとりましても25年の歴史の中で

唯一回のスポンサーJ C としての打重な経験

でありましたし、私個人としても其後1切1年

に国際i9f年会；浪所の副会頭として担当国を公

式訪問した際、現地の新設J C を指iりしたり、

J Cの拡大を論じた時、私の相楳原体験を大

いに反映させてまいりました。

相楳原J C もこの10年問に大きく成長され

神奈川プロックの副プロック長を出されるJ

C にまでなられましたが、今後益々発展され

fllt如原の地牧社会に於ても、日本J C に於て

も、更に進んで国際的にも極めて高く評価さ

れる団体になられるよう祈って止みません。
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社団法人川崎青年会請所

（当時・拡大委員長）

大日向邦夫

相汲原i7年会墳所10周年をお迎え出米まし

た ’ltを心からお反び申上げます。

顧みますと当時地区担当理！lt高地Bより相模

原に設立の気述があり川崎J Cがスポンサー

J C として援助するよう依頼され、川崎J C

会Li数名と共に述絡に伺いました。その時点

で東京J C の会Li木下治君が、J C について

の改叫がなされ立派に指導され、又ロータリ

ークラプの会Uの多大なご支援があり、会U

諸兄は極めて立派でJ Cの本m等を充分理紹

されていました。スポンサーJ C としては、

設立総会の準fJiiのみにとりかかり 65 、 9 、 18 日

設立総会を 1ll きました。以後10年の問、そこ

にはいろんな意味があったと思います。この

10年は激動社会の動き、高度経済成長を 1f尿

に世の中は、心の数さ、人間の打さを忘れら

れ、福祉福祉といわれ現在のような不況時代、

急漱な変化の中に、立派に地域社会に対して

のi'I年会ほ所活動に多大なる成果を10年の歴

史として、 10年を節としてJ C糾領をもとに

i','年としての英知情熱をもって、 It}l るい豆か

な社会を死き上げてください。

おわりにfllt及9Jii','年会浜所の御発展と御活

糾を祈念し祝辞といたします。

社団法人川崎青年会請所

（当悶、第3 プロックはA会~)

増田彦

相校l且 1こ，，1,年会；it,；斤が厖生して 10年、その

r::11こ年菜したOBの諸兄、なおj胡踪している

現役の諸れ、本当にご苦労様でした。心から

ゎ•I」出度と中し上げます。

この 10年を振り返ってみると、 Ii斤t}倍州、

i岱度経済への発展、悶かな生活への向上とは

にもって急激に LI 本は生長したと共に、fil t応

原の地域し人口の激増によりtlhli化へと急速

な変化をしてきたものと息う。そのなかにあ

って、古きよきtll1及9位がいつとはなしに消え、

祁11i化の浪がプルトーザーのごとく llrがせ、

その 9柘『もいくつか現れているかもしれない。

古きものを破壌しなければ祈しいしのは建設

できないかもしれない。しかし祈しいものを

剖り出すために古いしのの価値を卜分に認め

てこそ、 9斤しいものの．む汎があり、 U(E価値

がある．fll1知原のi'f年会ぶI所のi甜りも又この

ような述動の連紐があったればこそ、この10

年を束越えてきたしのだと忍う。

常に祈しい理想に向しヽ、限りないI.l(J進を 1‘I

ら行動の指針としているfllt知原のが年会ぶI;lt

の諸れが、これからも 1、1 らの地域を (l らの F

で耕し、新しいf•0 を創り出しながら立派に祁

を咲かせ、索11,"fしい収穫を歩みて、全Uが一

丸となって活｝／Jしてゆくものとf町、tしている。

相段9)私の IIJIJ I のために、神依川の。 11 本の

未来のために、 l't{iな II.f lt]と行 h としてのエ

ネルギーを{f分に梵FOLLすることを！，tってこそ

lor．与］年の心汲がある。

13 
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相棲原ロータリークラプ

会長伊藤 茂

削立10閲年を迎えられましたことを心から
お況い 111 し上げます。

9’f年会ぶ9所は商工会浪所の(uIだろう。とか、
商工会：n所とはどう遠うのだろうか。等と非

常埠な寸を耳にするようなまだtt年会議所に

対する一般の認謀が浅かった時に、川崎J C 

並びに相収原ロータリー・クラプのスポンサ

ーにより、関係各位の深い関心と大きな IOli寺

とを守せられて、tLII知原市の発展に呼応する

かのように発足をされてから早くも 10年、光

t5矢の如しの感を禁じiりません。

tt年会：具所は社会的にも国玄的にも強力な

起動力であり、且つ、会U一人ぴとりはカロ

リーの高いエネルギーにたとえることができ

ようかと忠いますが、その英知と若い力とを

允分に発揮して地域社会のど）に尽くされた功

紅は少くありません。

即ら、人学児沢の交通安全の推進に、 I}j頒

献血に、チャリティーバザーに、はたまた身

rn打也．『l亨々じJ.＞位に取ありませんが、袢頂す

ペきは r35万人のふるさとづくりJでありま

して、 f•Ill)以上の大きな成米がやがったのも

ーにが年仝漬所のご協力によるものであり、
これによって汁年会；田所の｛f在がクローズア

I プされ、 1liL1;の認はも更に広まったと忠い

ます。

僅か11 名の会llでスタートされてから 10年

後の今 Uでは75 名に増え、更にill41が拡人し

つ•ありますことは0.f代の要山りに応えるもの

としてユにご1,il左に堪えません。

これ迄に仄さ上げられましたば（U唱lりとを

?!}め、ti ll 各位の適切な遠必と、会U各位の

ご尽力とに改C をれし、今後益々のご兌展を

む祈りして止みません。
この度は IJ.んとうにわめでとうございました。

相模原青年会請所
（初代l里事長）

矢島 治

相楳原J C 、創立to周年を心よりお祝い IlI
し上げます。

10年一甘と中しますが、本当にこの10年間
は漱動の10年であり、私達チャーターメンパ
ーにより、昭和40年911 に創立総会が開かれ
た頃の相佼原市は人口約15万、日本全体が高
度経済成長の波にのっておる時で相楳原市も
多くの企業を訪致し、本日の記念式典会場で
あるこの市民会館も完成直後で、認承証伝違
式の時の会Jりになりました。

以後市の発展と共にわがJ C も指導力のす
ぐれた脱代理ll［長のもと、会且数も増加し、

神奈川プロック、1:1本J C にも役いを送り、

又数年前より、チャリテーショウ他、市の“
哀への協力もh'l極的に行なわれ、地域社会か
ら粕りにされるJ C になった事は、まことに
喜ばしく感じております。
しかし、 2 年前のオイルショック以後、経

済状態は一変し、各企業とも、より只剣に！lt
業の発展に取組んでいると考えられます。

この時期にわがJ C が10周年を迎えた事は
大いに．屯義があり、J C 会い全Uが創立時の
初心に辺り、綱領で述ぺられている如く、お
且 1こ力を合せ、tt年としての英知と‘!TJ丸と、
が1熱をもやして努力していくことが比も必要
であるととえます。又努力次おでこの難屈を
東り切ることが出米、日本の将米の発展が1り1

待出来ます。

fut欠lJiJ C の益々の店心を沼むと共に、創
立II."わ世誌になりました、当時の東｝；(J Cの
木下さん、スポンサーJ C の川崎J C 、 M須
双J C 、他多くの先輩J C に深く感出致しま
す。

14 
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社団法人川崎青年会請所

理事長伊奈淳吉

明るい豆かな地成社会の建設をめざして、

ここに10周年を迎える相捩原粁年会議所に、

川崎i't年会ば所を代表して心よりお祝巾し上

げます。

当川綺？t年会墳所がスポンサーとなり社団

法人日本計年会議所に加入されて10年、当時

をかえりみますとオリンピック東京大会の翌

年で、高度経済成長の初期であり、その後の

日本経済の発展に伴い、市民の慈識も大きく

変動し大変困難な一時代に胄年会ぶ所運勅を

地域社会に牙f実又積極的に推進してこられま

した相1及原i'f年会培所の全会Uに倣迂．を及わ
す次第です。

ff年会填所運勅も、指iり力開発 (L D) 中

心の時代から社会開発 (CD) 運動へ大きく

発展して久しくなり、地域社会への密行度も

一段と滲透してまいりました。

しかし一昨年の石油問題等から日本経済も

低成長に追いこまれ、まだまだこれからも校

く低成長経済下に於ける社会開発述勅1よ今迄

の10年とは比較にならない程きぴしさがある

と思います。会ilの一人一人が企棠とJ C沌

動をいかに両立させるか又、若手経営打の市

民団体としていかに地域社会に頂献するかを

このlOf.';I 年を迎える時を契悦として充分行え

次の10年に向ってlf年らしく英知とり）れと情

烈をもって、力強く前進発展されinI及ll出市に

あってなくてはならない団体となる｀J遠をお祈

りしお祝の註菜にかえさせて[fiさます。

以上

相模原百年会請所

理事長大貫一男

1965年911 川崎内年会ぶ所のス；ドンサーに

よりillJ立総会に至り、翌年 7l117ll i'i出中の中

に比）ド証伝達式を冷行して以米、私Jtfll t知；i

，，！がf・会填所は「IIll るい既かな社会を知さ＿l：げ

よう」との合；r然のもとに会U-)Lとなって

述勅をlRね、＊＇f.10周年を迎えました。

,'がf・会l&1i斤沌Jり）は高9父成長耗済とfll（欠って

.ff実に 1iij追を紐けてきましたが、 II乍今の内外

のが1りりは、まことに必うぺき多帷な一迎を辿

っていることはご，：●：ji和の通りであります。

今こそ,'i'年会ば9斤述1'/)の真（面を改めて 1t:I われ

ていると忍います。

私Jtは、創立101，り1 年という節を迎える 1.::li

り，が1弓?~I所の真価を 1舒l（すぺく削始の1,9

神 1こ柚りJ C のIi奴しい (9E 命！心と l't (E を [l•化し

消l：のスローガンのもとに人間と人t::I との

渕相を H指し、述・悶感とが1代を以って共通の

Il 様に1:Il つて llll待されるJ C述勅を般1}りして

いく所存であります。そこにこそ LO周年出念

の．むRがあり、，記念すぺさ今nの：おめでと

ぅ：の．如味は、次なる 10年への厖生と心i1 、

行い世代の指iり hとして、地械社会の(.1頼と

)!Il iFに応える l凸飢ある”)Jをil，5（ねる決．もで

あります。

このLO年1tl fll桟 1仮，＇t年会；RI所にご指i．り、ご

9便丸をいたださました.f:11恨／！和 Ii•並びl関係各位

スポンサー川ヽりがf会漬I iltを始めとするが1:.

会ぶ1iIt諸兄の友情に深く感出し、今後共宜し

くわ利いを 1|l し上げ、ごあいさつといたしよ

す。

1 5 
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あゆみ

| 1965年度 I
●殷立の棧運の起った動期及び時機

柑投原に 1f年会凩所を投立したいという悦述は 1965年ll)頭 束ぶJ Cのメンバー（木下B) よりそ

のアクテイヴな活勁状況を聞き貼下打数の内陸都市として発展せんとする段防にある当 rli lこJi}非とも

若い力を結染する心要を感じ、二、三の有志によってりりきかけられ又frlt及版ロータリークラプの全面

的協力を掛られ急速に進展しその期も熟したとみられたので 7 fl 9II 矢島、服部I屈れを中心に第一圃

発起人会を開催する運びとなった。

以上が設立の時期及び動桟である。

既存の団体改組云々についてはなし

●その冒年会Ill所の殺立に閲して中心となって活動している人々

氏 名 生年月〇 勁務先

矢島 治 大15. 10. 29 矢品医院

土屈 定 昭 2. 5. 2 沿1 9f辺病院

西村幸彦 昭 2. 2. 5 （株）山光社

他 11 各

役閲

院及

19 務長

工均次長

学歴

尺応・大学

字祁宮 n'·り
,,,·稲田大学

●他の経済文化団体が穀立に間与したとすればその団体の名称、主たる人々の氏名、年令、役関名

相阪原ロータリークラプ会長 田辺重明 M'12. 5. 30 

ク 副会長 ほ本六郎 M43. 10. 22 

ク 理！l［ 土困fl TM. 9. 5 

h
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a
'
'
)
,
1
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`
,
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●推薦青年会請所が拡大委月会を編成した時及びその氏名

イ 拡大黍a会を編成した時期

昭和40年8 月 1 日

ロ 拡大委只会の氏名

委n長 大口向邦夫 （秀HK以下10名）

呑 H 斉iら文夫 鈴木 祐 II,9f rt ;il 

渡辺遠夫 り（ 悦也 祈｝卜鉄太郎

丸谷哲朗 tIt lll 腱司 王沢兌 1介

,9‘|r 

ヽ
／

ノ
，
ノ

h
`
‘
`
'

、
0

ー

●拡大委R会と新青年会Ill所の註置に至る迄の交渉経過

40. 8. l 高地地区！ll当理Jl9より川崎廿年会填所に相ほ原J C設立に関する批1.l'f J Cの((C．粕あり。

例会に於て全ハ一致をもって認め拡大なU会を桔成する。

8. 3 於柑段I仮医師会館。

柑模原矢品 1：以下 11名出席。

高地地区担当四ltと共に大n (ul委 Lik以下 3 名出席J Cの理念[l(1,·Jtllし哀活勅を説IIJI。

8. 13 第 2 回設立郎（Iii会相桟IJ;(横浜銀行。
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40. 8. 13 )If峠J Cより大 u向委UH:以下 5 名参加。

河；f!tDl>,\/J;i,11長、ほ伍商工会会長、 9れ田口本J C理！l9出席。

相1)1碩 rliの現況及びU 木J C 加叫、今後の机t応昼営について討：R。

8. 16 川崎神｝；銀行。

川崎J C811~2f列会に相桟原より 3名参加。J C活動のあり方を指iり。

8. 19 ホ 3回中ra委U会於横浜鋲行。

川峠J C より増田直前理’1,長以下3 名出席。創立稔会の日程及び役n予定者を決定。

8. 26 :..i 4 回：？立準fq委n会於114浜銀行。

川崎J Cより大n向委H長以下 5名出席。

)It菜計画案、予互案及び委U会決定。

於謀t建i↓寺。

仮謀かIt年会填I輝ll立総会参加。後相模原J C6名、川崎J C斎藉理J9長以下7 名。
削立総会についてt,:i,浪。

川崎口航ホテル。

川崎J C総会を相1丸原J C4 名が公式訪問。

第 7 回設立準f面委U全於相1及原山光社。

川崎J C~藉理ボ長以下9 名参加。

飢立稔会準f頑。

仮相凶原i'-1年会墳所創立総会於三は会館。

川崎J C斎Iが理事長以下18名参加。

仮柑ほ原J C第 4 回例会。

川崎」 C より大日向委只仕他 2 名出席。

川崎J C主催チャリテイショー 於川崎グランドオスカー。

相1知原J C より 5 各参加。

fl11父原J C 新年会。

川崎J C より増田プロック長他5 名な加。

相／父原J cm会。

川崎中9F理 1,長出席。

各地認承式参加及び認承式企画。

●椎薦青年会頂所の椎薦瑾由

tll／父原市は神奈川即店内の内佼都市として附近の町村を合併今や人口 15万、東京、ば浜よりエ埠住宅

の進出日ざましく今やv~下打数の内陸エ菜祁1fiとしてB8の丸運一途をたどっております。この時に

当りtaI及/f,iロータリークラプの全面的な師女1笈をi~てi'{年経済人の丸りたるi't年会ぼ所をこの地に設

立し、その主后にもある如く地成社会発展のおにその力を帖集する ll［はまことに新典相1及原市の発展

に大なる寄・サをなすものとはじます。

こ・に日本J C狂S入番号22乃、 15年の胚史をもち関東地区内に於てLしも活動的なJ Cの一つである

Ill紐」 Cは現在迄地域が）な理山から 9斤ff年会議I所設立の桟会がありませんでしたが、仮相伐lim ff年会

漬所の設立に共必しすぺての点に於てJ C理念に合致すると認めこ、に口本i’ff和会：田所へ加盟J“認さ

れん ’Itを nでして推11!1いたします。

8. 29 

9. 4 

9. 15 

9. 18 

11. 11 

II. 28 

41. l. 13 

2. 10 
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10 周年への歩み

初代理事長 矢 島 治

n11年柑模原J C も創立十周年を迎えます。こ

の期にここまで打て上げた胚代理 ’l9長に，J8 を 1司

い、その胚史を探り、今後の発展の況としよう

と企画し、一If,手に初代理4りれの迂場をお顧い

しました。

早存の一夜、広呪委il会は、宮崎、山内両抒

別理,1,、岡綺副理II9長、 IU作会U に同行をお駁i

いし、矢島初代理 ’19長を訪問しました。奥様の

手料理を御馳走になりながら、創立当時のこと

から順次Jf;をして・いただく。

昭和40年 5 月頃、相桟原ロータリークラプ内

にrt年会浪J所を作ろうという計画ができて、矢

島先生に0りきかけがあり、数人が瓜まりここに

第一歩を路みだした。ロータリーの方々、東j;(

J Cの木下さんの尽力もあり毎週会合をt.. P ち、

計画が棘られて 8}luiには会iiも20名に増え投

立に必久！なスポンサーJ C も川的に決り、 9)1

181] には三(J会郎にて、会Lt 36名で削立柁会を

間くことができた。現在運営の基ヽ？となってい

る定汰、沌背規llll もこの頃に出米上り、各地の

認承証伝遠式利列会、また全国大会にもりれ111及

み

版」 Cで各会ll が出J名し、 111/,)i(J'.Jf.:•JfM作りが

行な hれた。

先生し各地に出席し、その叶の北念も、1-/.lll ft

(J.してありそれを見ながら忠い ,'I,1 1こ話がはずむ。

41年 7 fll7n 、チャーターメンパーには生Jt忘

れられない口だろう。認水証（公速式、ここに相

t及ll和'tif・会in所が貼下で10If出、認ノド証番；；•、

3l6、会 ll40名で正式に兌足したのである先生

も両↑籾l理 ·,Itも当時のことをよく北えていてよ

るで昨口のことのように話して Fさる。情烈を

傾け設立の I.)に努力した口々、当時の熱；しが間

き Ta の4し々に'n いてくるような話し方で、 0分

がそのJりにいなかったことが残念でなりません。

この口の1)には前年からの”力があったわけで

すが、具体的にunuiが始まったのは 5 f l 頃から

で各会il がft)ドを分ill し、川崎J Cの指，·りし仰

ぎ、当口のスケジュールの細部に至る迄人念に

打合せがなされ会場は市民会館、エクスカーシ

ョンは田名河原で、鮎のつかみどりと 9f外パー

ティに決定する。

記念•Jt菜として、学爪交通安全の I.) にrli内学

窟通学intM忠識を「Ii I.:'?.F I円、更にドリームカー

ドを発行し、米1名打に五百円で'i1 ってもらい、

その純益で市内1.f殊学級に9欠材を‘が1切する。 1vr

日はどしゃぶりの用、各所で 41(iJしていた会i l

も 11JI □ 1よ睛れるよう祈るような:tt、9であった。

あくる 17日のりl、快睛、本当に姐しかったろう。

,ti民会館に釆訪J C、各界の来万の方々、」 C 、

玄族らのわ客様を瓜めて、芯木会Liのiiii出で、

司会は宮崎七代日理）It仕聞朗と9 き渡る W、わ

' ^
會
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u
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ちついた態11 と共に今もi,\り紐がれると派なも

のでした。

高木会Uの演出もユニークなもので全tしの人

均、 nt転から一祁のライトが口台をてらすと、

名［一点の小林会iしのナレーションが始まるとい

ぅ；はったもので、式次第が決まる迄は II I鯖J C

と填るし一少も譲らなかったとか、その甲斐あ

ってfl]ほ碩J Cの名を高める立派な式9しになっ

たという。当 n は米下楽FRが演奏し、国歌の後

予定外の米国歌が飛びだし、一同胆を冷したと

いう、この仲も外祁からの咎めもなく式典は全

て牧内荘戟なうちに終る。仕氏の後は、パスを貨

切り田名河原に移勅、エクスカーションの始ま

りである。鮎のつかみどりは大変な人気で参加

名には馴番に行ってもらった。新鮮な鮎を天ぷ

らにして Rぺたり、川崎J C による9f点もあり、

地元の芸能を被露するなど、大変井い Uであっ

たが、相桟911 のin流と涼風の下でのひと時は大

好評でした。初代理事長としては成功したこと

はもちろんうれしかったが、全てが終り、夕llt1

せまる頃、後始末が誰からともなく始まり、整

理されたことが当日迄の伝闘を兄ているだけに

大変感泊したそうです。当口の師象は快睛だっ

たこと、井い日だったこと、後始末の兄l)9 さ、

この三点だという。

矢島た生は歴代の中で渫一人二年間理）It長の

席を務め今日の碁庄を作ってくれた方であるが、

tf年会墳所設立に参画できたことが大きな喜び

であり勉強になったとゴわれる。燕から有を創

りだす索研しさ。相t刃双J C出生のいきさつと

その苦労と感激を勉強できたことは、今後の活

動の励みとなり、我々も出先翡の汗と知力の帖

集である柑佼原J C を、創立時の．C気と歩をひ

さ祖いで、より大きく発展させなければと 1m感

しました。 （行沼記）

事業 報 告

昭fll4 l年度if;動経過

昨年創立船会を開催して以来悲案であっt.: □ *
i'1年会県所への正式加盟が3 月26日甲府に於け
る日本i1年会墳所常任理1［会で審浪の結果4 月
1口付第316丹をもって口本iV年会漬所に正式参
加盟が認承された。以後会の活勅は認承証伝遠
式を中心に進められた。 4 月に認承式に対する

実行委il会が編成され式典の洋行に全力が注が
れた。記念誌の編紅、式典及エクスカーション

の準備がなされ、 7 月 17日認承証伝遠式典を相
桟原市民会館に於て半行し、柑桟湖畔に於て会
Li懇親のエクスカーションを行なった。式典の

記念'JI菜とし交通問題に目を向け児窟通学の安
全のために学窟通学蹄揉識百碁を市内小学校に

寄贈した。

狂鉢J C42 J C、会且 600 名を其め盛況裡に式

典を終了した。

式典以後の活勅はJ Cデー統一事業とし相段原
市長を招き特別悶演会の開催と認承式記念lli菜

の一只として行なった「からだの不自由な子に

大きな歩を」と云うキャッチ・フレーズで発行し

たドリームカードの純益金を市内小中学校朽殊

学級に寄附するお相模原市にその使用を委託し

た。

11月には川崎J C主催のプロ野球チャリティー

オープン戦に市内母子家庭及身閲者を招待し一

ロを楽しく過しました。

昭和41年度は前期、中期に於ける認承証伝遠式

のために大きな力が費され、会本来の活動が半

滅されてしまいましたが各委u会共計画の完逐

に努力して照）l［昭和41年度のJl9棠活動を終了い

たしました。
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土屋二代理事長の横顔

栄胡の企画を持って、 2 代「1 に会いました。

会えば必らず出るJ C,：らにも (Eが咲きました。

しかし、今話した一行え方を一文にまとめてくれ

と頼んでも OK してくれませんでした。。理ru

は、現在の若手にit重な紙面をぜひゆずりたい

ということ、卒業したからには、現役の紙面に

店兄は内くぺきでないということでした。私も

あと半年で卒業なのですが、悪口も交えて、私

兄の入った代策ということで、土位さんの許し

を沿ました。そう廿えば、 ：脱J C のすすめ：

といった題も良いねなんてゴっていました。

土庄定、昭和2年生れ、現在医叙法人社団相

和会市務局長（油野辺広院、新I貨浜病荻及びI`

浜検診センター）匙味観葉M物の枝培．つり等。

女児2人で 4人家族。汰げf辺に住いがあり、庭

の茶山花の大樹、純白の花をつけたときはとて

も兄事です。

どんなことでも、 2代日は大変なものです。

とにかく認承証伝遠式をすませて、ヤレヤレと

いった会Rの目を何にむけさせるのか、土圧さ

ん自身を含めて、 J C とは何かを誰もわかって

いない団体をどう引っばって行くのか、ほんと

うに苦しい一年だったと 3っておられます。個

人の沢(.f:を何とか呼び起そうと努力されました。

せい一杯柑ほ原J Cをこいじめた：と私は考え

ます。日＜会合の中でゴルフの話はするな． n

く全合の後の 2次会は、一f;/J取り止める。 （切

年度は、親ばくの店味で、飲み会に移ることが

多かった）。そして、口分一人になっても仮J会

は行う。等、おそらく何かを期待してJ Cの名

の下に果まったチャークーメンパーは、面くら

ったことでしょう。出席屯も、色かったと記憶し

ます。しかし、ほうり出されて、なお残る会に

対する口分白身の｝？任に口賞めたメンパーが、

今 l) の相1及 Ii;(J C をf｛てよした。しらろん上/11

さん（J身、わからないということをあたり前と

行え、た頑切ってわかろうと”めた｀Eを今でし

息い出します。公式油I::l- ti 1こ R ってかかった

こと。地I引がのオエラカと nfり池を飛ばしたこ

と。そして今もJ C とは(III tこったのだろうと P.Y

々行えておられます。

.l:94 さん 1よ、現在でもそうですが、数←tに関

する天才ということを作Itば、 IIJ I らかに占珊派

であり、逆説(I,.J 9E想からn兜をつかもうという

人です。それがひょいといをついて出る湘!l J 

Cのすすめ：であり、 I司時に、上囚さんがJll! 'l'

長のとき、このたえ力をくみ取れなかった111 々

の行さを反行すると [1時に、土用さんの本1t占

に今でも接することが出米る私はヽPせhtこと忠

っています。

土屈さんは良くゴいます。J C連動の＊nは、

粘局個人に,,.,1するんだと。つまり、 1.f;Eの一人

が、高いレペルにあれば、会Hは、そのレペル

の運動ができるかもしれないが、 1 Cの仁iては、

その高いレペルに個人がr、il関するように 9うめる

ことにあるとゴい、 40キで年窯ということは、

人間40オまでにやらねばならぬことを大いにや

るのがJ C洒動だろうと。 40キ迄にやらねばな

らぬこととは若さ故のビti出，であり、近,i,で

間述っていることがわかれば、止めることが出

米るのがJ Cの本1tではないでしょうか。土I'll.

さんは、会u一人一人、思ったことを II討収＊

することなく、むき出しで、 J C にぶつかるペ

きだと 3い、それが間逸っていても恥じること

なく止めることに」 C運勅の本1tがある。とJ

います。fJ.もその通り（上囚さんに感化された

ためでしょうが） ／ことはじています。時々くり

返されるスリーピングメンパー kt可とか、 It 'I'

と 1 C とどちらが大切かといったバ間に対する

一つの片芥として、上94先闊の．Jをかみしめて

みる必要があるとはじよす。

上柑さんは多分に逆汲（IりなI','え方をするんだ

とがきました。 1上が3 うまでもなく竹さんにわ

かっていただけていると．也いますが、会は、ス

リーピングメンパーにへつらうぺきでないし、
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伍ItとJ C とどちらをとるかは、個人の行え方

に依るぺきだ、ということに位するわけです。

J C には(I1の特典も、名許もありません。し

かし、入会のだ．志をきめたのは、B口身であり、

又退会の決心をするのも EU身です。J Cで出

来るだけ 1日追いをし、尖社会に、そのミスを！．f

ちこまないこと。これだけでも、 1Il,年会填所の

価値はあります。

土庄さんに9kわりました。会HIよ、J Cマン

としてJ C を年哀してはならない。つまり、 40

才迄J Cでもまれた経験と、冷汗三斗の思いを

かみしめて、"/1 るい0かな中年とならなければ、

J C に人ったむ味はないと。J Cは決してぬれ

手に粟のメリットを与えてくれないのです。口分

で手を汚し、その手でつかんだ何かこそtt年会

ぶ所の本itなのだと土屈先禁は指摘しています。

生米七Jカチでソソッカしい私が、土屈さん

のような理品家の代箪をするのは不可能なので

す。fiiJを苔いているのかU 分でもわからず、秀

U会の行様に巾しわけない次第です。又、土屈

さんの其むを伝えi1たとは露思っていません。

この．1は土柑さんに許しを乞い今後共、私遠J C

のどえ方のよすがであることを切望します。

/l;]J LI 午前 3時

特別理19 内田 窃記

会員租ほ構成

J1I! ;1, 長土r11 定

直I·,iI理 ’It長 矢島i台

1.fか1 理 'lt hniわ光,}

副理 ’lt iと
.卜.f絹 ｝l （総務、社会は祉担当）

椎rJl昭三（ LT、広紺、会li担当）

会計担当 飯田.,.,

1t f月局 ＇g＊奇『（道

店 1, 原安l'l 井上一良

（総 n 委

〇古籍友昭 01>-i田 ·兌

佐々木礼砒 重久正次

(lヽ棟委

〇花形.N- C)細谷晃一

山口ぼ雄 小出功

（広柑委

〇大塚知雄〇古俣志郎

f~lf,i旭 中付立勝

（社会福祉委 u 会）

〇大J't一男〇浅兄比栄山内大小林/,It子

松本埠二郎大谷一夫河9f友泊 (7 名）

（会il 委 U 会）

〇高木火!!II 0刈＇t沿夫原安l'l 奥森iI‘1

井上一良 i＆籍良雄 (6 名）

U 会）

鈴木英次

(5 名）

U 会）

服祁出原 店

上田利光 (7 名）

H 会）

中ぶ荘三小松純俎

(6 名）

◇各委U会の〇印は呑iu2 、

O~llは副呑luと

相模原市議会議員
を囲んで

わがJ C は 5 月 2sn PM7.ooより、三（士会郎

に於て、tnl及原iii墳出公を囲む懇J炎会を持った。

会は、 511 第 2 例会の一行・J9として行われ、

IIj填 6氏、会A27名、川幻J C よりの仲間のな

加を l！にて行われた。出席市漬は次の 6氏である。

('i沿称●各・アイウエオ順）井上定雄、大谷it三
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郎、大塚良知、閲山喜尺、丹治栄三、原寅ーの

各氏。

先づ、 6 氏のW年に望む3葉を紹介し、当日

の1岱様を記録しようと思う。 （以下文沢は広氾

委H会にあります）

若い人遠がこのように集まり、真面日に話し

合い、活動して居るのはすばらしい。今後J C

のより一府の活動を期待する。

………...井上定雄氏

先づ実行、実行の伴なわない政治はありi3 な

いと同様に、特に若いJ Cの告さんには r安行

する」と云う事を希むものです。

………· ••関山喜筏氏

J C に結集した声だけで百年を代表した声と

云えるだろうか。広い層を持つ胄年大衆との連

りを、どこでどのようにして考えているのか。

J Cに対する一船的な認識を……恵まれたi!f

年達だけの自己瀾足の均……を打ち破る活動と、

実行を期待する。J C も社会間発を取り上げて

居るが、それは圧倒的な多数をしめる労り者大

衆の社会福祉であり、地域1l11 発であらねばなら

ず、その慈味で相t知原J Cの計画の主眼点が、

市民福祉の開発におかれている事は当を得たも

のと思う。•………••丹治栄三氏

私の胄年1l、ヤ代を名りみて、ずい分むちゃもし

たし、色々な市をやった。とに1り若い情熱を伯

しみなく発揮して、勇み足をおそれることなく

追んで項きたい。…••…••••…•大谷祐三郎氏

胄年の111 という字は、未熟だということをれ

わして居ると共に、それは清潔であることを示

す。私も年はとったが、tfと云う廿葉には力を

惑じ、渭潔でありたいと思って居る。打に竹さ

んはこれから、完成された人間を目指して努力

されて行くのだが、完成を目指して常に完成し

きらない人間、いつまでも 1i1み上げる余力と若

さを残した人問に成長してほしいと思う。そし

て又、私も常にそのようにありたいと忠う。

．．．．．．．．．．・・大h：良知氏

私も色々なf:ビドをやって米たが、このような

形での若い人遠との交流を今後もしたせていた

だきたしヽと忠う。………とに角行い人にとけこ

んでやって行きたいと忠う。

...........•原賓ー氏

以上発J/llfiに各氏の I’f年に望むコ葉を記した

が、各氏の発口について臼由i•t,：合と云うか、懇

談に入った。懇談の要旨を問迎別に整理すると

次のようになる。尚ik行をとって沢かなかった

ため、落した点についてはお許し即いたい。

地域開発について…••••••種々の 1t r』が色々な

形でこの問四に染中された。 dRLU印氏も私兄だ

がと云うiifl四の上で、色々と．む兄を述ぺられた

が、一兄ばらばらな市の統一（Iりな発展のために、

如何なる朽えを持って居るかと云う 1t問に対し

て、丹治氏は次のように笞えて店る。 r，荏菜経

済の面では、その中心がないと云う）1, もあって、

その発展が疎外されて店るが、市の中心出は、

色々な条件よりして、現在の南("jを中心にして

設けられて良いのではないか。又、大野地区で

は、辺路11[1,1万により、その発展が限界に米て

居るように思われるが、これは現在の駅周辺の

商店街を、米軍応院跡へ移して、円nI-]発すぺき

ものと考える。行政的には各支所に 1は限を大巾

に移頂して、市民の（tを図るぺきだと忠う。又、

全市を縦につなぐ交通閲間を早急に投ける必要

がある」・・•••…•と。

小経済四としてわえた場合として、関山氏は、

上溝地区を取り上げ、次のように述べた。 「た

村地区を控えて商店 Uiの発展、再llJI発を取り上

げて行かなければならないと息う」として、そ

のためには上溝地区に兄られる交通の問題が文

通地以と云えるような現状の打r.i)が第一の問四

として取り上げられなければならず、上湛1!'.(j店

街のうらにパイパスを設けよ。パス 1llfiliの移転

字が急を要する要求となって居る」と発3 した。
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又、順氏は、ほ本地l>s.を取り LI1点王帝祁線

の釆り人れを日 1iiJにひかえた''"'苫街の対策の緊

急性を没いた。

教育行政について•••••……•大塚氏は「•HJtの

’"]には 1Inn ゃれば良いと云う ’l［はない。 5 l-l 

15n現在の子供には、 5ll15n現在のgkffがあ

るだけである。そのような観点に立った時、枚

行の問叫がIIJ]I~ に持ち込されると云う ‘liはその

時の5欠介すぺてが行われなかったと云うに等し

い。その故に、又校合が足りない、設紺が足り

いと云う、ドは、この様に発展途上にある相阪原

市のような所に於ては特に生徒数が増加してし

まった後に、その不足を行えるのではなく常に

枚ffが全うされる状態を、先に先にと考え、施

行して行くのでなくてはならないと思、う。

又、学校と云う単位を名えて行く鳩合学校が

符理運岱されてゆくためには、どの程度の規恨

が必要かと云う事を考え、適正規校の学校を適

地に配四すべきだと考える。そのような ‘ltが行

少年の非行防止交通＇l［故防止に関述し、ひいて

は学校全体一丸となっての教行内容の向上に結

びつくものだと確はする。少くとも生徒数1500

人以上の中学校など、自分がその行理をまかさ

れた場合を考えても、その理想的運営は不可能

と考えられる」と述ぺ、数有面での芳えねばな

らぬ．点を強関した。

都市計画について……………。.fal知原市の辺路

計画について、又下水計画についての灯問、．C

兒は種々出されたが、井上氏は、仕ff-:Rll とし

て諸tBdiの小情を勉強したと云う面から、 「柑

1及原のtfl市計画は良く出来て居る方であり、追

粒m地の買収などは、他市に1列を兄ない」と云

い、これまでの努力について強関したが会lじか

らはほんの50米か 100 米工 lltして、次の所を掲

ると云うエ19計画は妙なものではないか、下水

にしてし、二年位行ってしっかりしたものが出

米るのなら、蚊の発生場所のような下水を造る

より良いのではないか亨と云う．む兄が出て）ふた。

ス祁i1i知紐展近上、R村地区と格名について、

24 

9kffその他どえねばならないのではないかとn

ぅ紅兄が出されたが、大谷氏は「これで良いと

云ぅ ’l（ではないが、市全体を兄がり合、まづま

づさほどの111差はないと云えるのではないか」

と発汀し、大J蚤氏は、 「3欠ff行政との格名はiii

内については多いとは思えないが、他都市と比

較したJり合あると云える」と述ぺた。しかし、

当市内に於けるこの問凶については、Ji（本的な

Itl 凶にとほ＇しく、出席者一同は、地成ra差があ

るかないかをもはっきりと把紺出来なかったの

ではなかろうか。

又「地域又は1li内僅業の和戊をどう考えるか」

の例として、 J Cの中より｀市民会館述設の例

を上げ、地元業行をポイコットしたのは、どの

ような理由かとの灯問に対して、井上氏は、「竹

さん方も、！lり業をやって居られる力が多いと思

うが、地元には末だあれだけの仕小をやりと If

れる業者はないのではなかろうか。協棠その他

によってやるにしても、それだけの力を入札の

時に示してもらわなければだめな訳だし市のや

り方ばかりを云うよりも前に、業者の自兌と努

力をお顧いすると笞えて居た。それには会Jlの

多くが賛成の声を上げて居たようであるが、も

う一歩つっこんだ点で例えば、中小企業ばかり

の地元棠者をどのように保護し、行てて行った

ら良いかと云う議論も欲しかったと云う泡兒も

fJ1]かれた。

市填を囲む懇談会は、このような紅兄、懇技．

の中に第 1 回をたのしく打慈茂に終る・市ができ

た。そしてこのような愁談会を今後もt．卜とうと

云ぅ声が、：nn諸公からも、会Liからも圧倒的

な声として間くことが出米た。とにかく成功だ

ったと云える。

尚当日の司会行は矢島直前理）,,長、J C の出

席石は27名、 64.3％であった。
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1968年度

10 周年への歩み

3代理事長飯田 亨

梵胡の理，likJ}j|tl 、今

回は三代 II飯田Pt •l(K を、

ほ本駅前の (rtに劫r:l し

ました。

今年度は、新年柁会に始

まり先輩参加の例会が多

いのでJ C経験の浅い会

iiとも今や顔なじみの飯

[l]先梵である。当仮の訪

問メンバーは、宮ヽ6、山

内両符別理1ド、大n副理‘lt比と広報佑U会。Jそ

打以外は何れも十ャーターメンバーであり、飯

田氏とは1口知の間柄、先贄、後れの枠を迅えて

ft団な友人という関係は兄ていて 2ti．わが良いも

のである。 43年、柑1及ll記’f年会漬所が削生Jり］か

ら内郎允大の時期にさしかかった時に理 ’lt比に

就任された。

当時は代やかな祭典である認,ft,,証伝迂式を頂

点とする燃え上った時が過ぎて、いくらか沈滞

久味に見える時期であった。理 ’lt比のit(L に於

て何とか脱却しなければとまず第一にポイント

を会iltu互のコミニケーシコン作りに沢き、J占

況のしっかりしたtlli〗 9こしょうと努力された。

飯田た犠はまず白からの姿9りをと．りfさなゴル

フを絶ら理 ’lt比に炊(E されたのである。

メンパーの関均や玄族を訪問し、個々の閃現

を知ることからil!前を始めた。これはメンパー

をより知ることにより、互いに親近感を感じて

その後のifi勃の大さな lfi釧）Jとなった。理 ’lりと

時代に残した突積は数多いが、この年：1立され

た「rli立，＇t年の玄」に1"51f別理’J（の頂になる

立介板を’が附した。J C内のゴルフ IIilりf会ミジ

ャガイモ： しこの年 1.:1tJしし、し’，しドジャガイモ

K会も始めて 1：り？した。このジャガイモくらぶ

には今やtれのメンパーがりII人しているが、 1t

足 •Iiil'f lょtt名であった。tll1仄1JJ，が1,· 幻"'妬n ill.

iとも` anllりにiiる；乙この年 1こブe/C なしのとなヽ）

た。

•Ii時の行B1帥は、 UllI’[1i l と 1.:,1,0l川（し• I II’['lt 1と、

宮ヽ．i /i.(t l l珂1叫、松f~を 11 Jと内 nl;;(t l II唱It

比叩訊 •I9山内八代 II河luと、財務がl uと）く

l't次年1父開・Jik f•it h というfIII れし大さな足＂

を残した人迂である。理 ’li lととして 1:)Jを 1t"

しつつ、ジくの l‘1 分にtえ<i~進の只成 1こし火さ

な力を残したのである．

たよには、セレモニーJ C ソング抜さで行な

う窃色々実験も試み、 9斤な）i法をとってみた。

しかしスリーピングメンパーがジく、この I::l凶

には大変頭を 11いめ、 Iり二に直り帷々の）j法で．：li

席を促してみたが効果がなく、会の発lj仕と、しな

lil Iりとメンパーの1)に大英断をドした。：t名の

笠Ptを行なったのである。 1-年になろうとする

歴史の中でし唯一のU玖て•ある。しかし．現 (E

も（［（然としてこの I：状』は、flllり 1点のみでなく各

地J Cの深刻な悩みでもあが(E.Cl9月f~であり、

各 U がil市の合11111こi,';~りをしている視状である

から、簡 Iiiにtふるが出せる 1::l凶ではないが、会

l1である以上会‘l？を納人すれば良いのでなく、

R f月と }1(£ があり個々のJ)の帖出がこの沌動を

CRのあるものにしてゆくのである。ぢ hIl.C滋

の摂いものは辞めるぺさだと私し、'i.う。 1し々は

飯IU理 'lりとの取った 11Wlをしう一度、検討して

みる叶JIiiではなかろうか。しかしその粘匁．祈

たな兌足をし．玄族会をwlUで）：施し、 1,1会あ

るごとに懇J.A会を 1卜つなど府ltKの 119lりであっ

たコミュニケーシJンも9培；になりは々の 1·11桔

を高め、今 II よで紐｝たできる大きな）＆29i！りに

成功したのである。

飯IUたれは4LII久 1J11こ米られて LI の洩いばに人

会し、 1li内にジくの秋しい）よ人がでさ公払とし

に非1/iにプラスにな·)たそうである。 1‘l分の活

勅を似り返って現メンバーに，tえることは、ジ

hll 、C t“を19 t,. I剋ヤ．、・1でLURの）J 1..tをとる。メ
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リノトは r1 分 n りの行9りが生みだすものであり、

汎nll1.念で沿動するのではなく、 r1 分の1←)にや

るという {,1念が、大きなものとなって紺って来

るのであると終始飯田た,~の人柄のようにfllや

かな話合いのうちに、大いにi'}るものがあり我

々の行動を投助してくれる立派なた輩が大99 い

ることが大変力強く感じられ、益々の努力をし

なければと 1，れ惑しました。

（名：iuJe)

43 年度役 員構成

理 1 9 長 飯田 . ., 
此・ ,iii 理 ,J{ 長 土J丑 定
副 理 •I t 長 ・出・ 的 }l 

,, 古謀友昭

しリ 務 理 TJI 山内 大
会 Il t 1I I 当 大iT ” 柱； 務かU iと 内田 窮

^ 
U委U比 鈴木英―』

C D~Ll長 ）＜塚知雄

経済活動委LUと 11 9:n ll{i -

L D呑li及 奥森 i I’I 
9tff?f少年委u 長 玄碕 ｝し

広 鉗委il 長 古 9只志郎

年度ハイライト

*8 1i 25日(i') PM7.IO 於三は会館

第2例会 LD阻当 r~店政に於けるfnほ

I和と凹して地元湛出のVぶ員を囲んでり糾交

会を問催した。

*10112~11 AM8.00:''i J C虹筐貼

下ジャガイモ大会開かる。

於-¾0 1及原ゴルフクラブ

団体戟で 3位 個人戟では古松友昭れ 7位

宮ヽ祁紅辺じ 8位 侵粉は団体が必9f J C で、

個人は須山れ（保9f J C) が栄冠をl'.5 1！いし

た。

ロ □] 
理事長飯田 亨

三代「1の相9丸 l和＇f年会浪所の理｀rILとに就任し
た社がl't重な広柑比の祇面を借りて、所（jやら
印＇↓を一体どのように会U諸店に語りかけるの
か、私白身迷っております。

社会全体が大きな転換期に直面し、新しい百
年への出発が始まろうとしている時に、打々 KII
桟 1JI J C が、今後収るぺき道学ぶべき道は一体
なんであろうかと花えます。

nn泊から百年、戟後二十数年、旧い思想に変
る新しいビジョンの雌立、そうして新しい指とり
カの出生という抽象的観念論では’r.ik出来ない
何かが1t々の社会の中、生j[;の中に迫って米て
おります。

この様な時に、当面吾々J C連勁がいかなる
方向に進むのか、又進めなければならないのか、
日本i’f年会填所本年度会頭所（Jに、四つの碁本
方針が打ち出されております。

＊年 1 月号の30m J C ライフに、その所位が
述ぺられておりますので、諸君も既にご存知の

ことと思います。そうして諸社なりに、それぞ

れの把阻をしていられることと思います。

唯私は、J C運動がどのような形をもって進

められていくとしても、その原動力となる恨底

に正しい理念に）よく人間的条件を収り去っては

ならないと忠います。余りに常識的と忠われる

かも知れませんが、その常識すら、ともすれば

忘れ上られる現代社会ではないでしょうか。

「指iり力の開発」 「社会llll兌の推進」も、地

J戌社会の実情を万々なりに把旧し、それにぉ・rf

し、iJJ 7\ある英知をもって押し進めていくぺさ

です。

「 1 分の T遠を汚さずして、企業の繁栄を印った

り、平和な rli民生活を貨むことは、許されない

ということではなく、不可能なことです。

地J戌社会を珂駅し、それに〇りきかけ、正しい

提，1 をしつ市民の一liとなろうではありません
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か。地J)[tt会に於て｛、、ヽ’i々の企たに於てt,、

必汲な人It)になることが布一沢と Eえよす。そ

の常品（Iりなわえが11/111 えの指：り）Jの間だ、tt会

開梵えの）£,1 となり、J~'eを't L• J］となりまし

ょう。

たず身近かな地牧社会を刑駅し｀ hl内化11}(し

の中で進歩する介笈象ti·tを学ぴ取り｀それに取

糾み、(JクHJ身をよく (1党し、 J C メンパーで

ある以前に、人間としてゎ万いに.!-'iり合いた

＼ヽ•.....。

それが｀私の本年1文の介勺でもあります。 1Kl

果は91,.).'J.'.I';法の中に陥ることなく、その')烈態の

中に身を挺し (1 分の肌で、 J C沌約を実行して

行きたいと思います。

杉aI与（いの中で、、9k動する ll瑶にあって、今後

の [I {I;の安全保閃、世界(J'·J経済f安、移り変り

ゆく社会の中での（祐の今後の数ffの (E り

方・・・・・、 どれを取り1:げてみても、昭和n.F9いの

吾々に況せられた大きな現実です。

凸々J Cは、 1r1柑宛扱ても、特殊な団体でも

ないことは衆~a のとfJりです。

そのI比実を正しく兄つめ、 (I らの行えで正しく

判断し、行1りすべきです。

おわりに本年1父は、お7［いにJ/iり介い、は I t

ましあってペストをつくし、水遠に絞く 11(1',) に

訓って、そのプロセスを大 'ltにし、各かU会よ

り提出されている ·lt哀f•9とを、それぞれの｝りで

•K現してください。

理 •l（長としての、私のいたらないところは、

J Cの友切でどしどしi.J叱りとご協力をお§(iい

いたします。

置

10周年への歩み

四代理事長古藤友昭

I:・（（しI’19 •It l と、i1, r. :1 、 く卜 1191

は rt,.“'川（t II刑 •11 1<をた

1/1.の会社である It:本の

ミコトウf`f••t'へ，I）A:1 ＼ヽ

たしよした。

た’fn に 1よ忙しいit'ドの

叩：n を'.りI]\ ヽてし、たださ Ill

内 II'[I·1;"問lt lとと 1)..: ,u各 II

会のメンパーが品を聞い

て人ました。

古iらた1RIょチャーターメンパーの 1 人でム 9).

理 (E シニアークラプのりi ·1, しなされていてJuri

メンバーとのパイプi'とであり、バ年仝ぶ所の行

'19 には必ずl項を兄せt,'I, /Jしてドさり、現役のi:1

,•りをしてくれる北々の兄 l't (1',J If在でありよす。

古iぷた/{iiよ l!Xi\>年に 1’り（t l IP[1りとの It（；につか

れよした。'’i n 't：ょ二代 11 、__:_fl;I I II~代とわ：ぃて

A立た内祁q汐）のfl'閉をへてtil1知；i,'f ff•会．RI'斤力＇

帖火をして人た時でしt.:..,J;iぷ刑 •lヽ lとはこの 1):

態を •Jj;進めて」 C,f,Jりの｀；；を内：：じから外沈ヘ

と拡げられジくの·J:t、1を残されよした。

りII匁 lli,’f年会．AlofiとしてはOII ・［以木始めての

公AtilC をこの印k施しよした。現（E行なわれ

ているプロJク会 11 人会の前身であるt（ヤ会；＂

をし’，しドの，’tfr．会；＂所のI’['lりと、 が1Uとを出めて

7ll 1.:,liL1;会郎を知りに 1：：゜？することが出 4吐；

した。認）K出i:jt.ltとは追い 1 本,'r.らしたロム

としての，：f（凸を公ける形であったが、古i"I! 19

lとのドに /c 会ししが一致t,'/Jしてこれにあたり大

任を］リたした。

よたロム内のか U 会i,WJ t,、 1＂だ 1.: 行なわれ、

桜y:tt·,•t 1叩l iとを l(Iしヽての沿浙会．令泣twrl] から
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沿師に米ていただき金肋に関する勉強会、 J C 

デーには，’,<少年間赳を取り I:It,ti 1た1所から関係

h を招いて 11 i Lしにも参加を吋びかけ討，溢会をl\ll

くなど、各力面からの協力をtitて実りある沿軌

が出米た年であった。

この年は名数の新入会iしが人会したが現在ロ

ムの中心となっているメンバーの多くがこの年

人会したこともまた特：Itすぺきことである。

メンバー間のコミュニケーションも緊もで、

玄族会も行なわれ衣士急ハイランドにパス旅行

したそうである。この時には面白い話が沢山あ

り、我々も間いて米ましたが、関係打の名さの

I,) に残念ながら発ia出来ません。前年に引き税

き慇親会も活発に行なわれ、古藉理 ’Iりとも典が

束ると十八番である：tlll11 行頭；でn,g．のノド

を披芥したことも多々あったそうです。

古i函理 ‘It長の一年間は、内外共に活勅を続け

相恨原ilt年会；酎所の碁礎を確固たるものにした

心沢ある年であった。古iが理）I[長はこの成果を

買われ翌年はプロックの副会長というilli'(につ

くことになるのである。

来年、 9出崎杵別理‘1,がプロック副会長に就任

されますが古i杞た1{i. Ii 011 立以来五年日にして｝lJ

めてflll及原？1年会浪所がプロックに送りだすこ

とが出来た栄代であり、メンバーの期待をにな

ってプロソクでも麻しい足跡を残し相校原廿年

会議所の存在を広く知らしめることになりまし

た。古籍1叫代 1]理市長としては、 0分（J身の足

跡を今振り返って見て、現メンパーに伝えたい

ことは、J Cバッチを訊につけることそれはJ

Cのバッチに：かりと l1{任を持つことであり、 7f

年会ぷ所の会U として恥しくないマナーと自北

を持ち行1りすることである。古iれ氏はパッチを

つける時何時も気持がシャッキとするそうであ

る。バッチの爪みにi'iけない様に自己を練I',~ し

活勅を絞けて欲しいと-Jわれる。我々は無雑作

にパ 1 チをつけit勁しているが世界的tll品の，’f

年会漬Ji斤会liの 1 人として他からは兄られてい

るわけであり、 J Cの歴史と栄光の知約である

バ・ノチに託じない行拘をし、我々のfでより以

上の伐きを増してゆきたい。 (,i'\'i(i記）
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44 年度役 員構 成

理 llt 長 古桟友昭

直前理｀li lと 飯田 亨

副 理 ‘l t 長 鈴木英次

,, 宮崎 ｝ト

II9 務担当理91[ ＇必崎肛道

財務 ‘’ 大 1't 男

祐し’ ‘ 務呑U長 奥森 情

広 報委U長 山内 大

経済開発委日長 花形筏

指導力開発委u長 内田 、見

社会開発委員長 河 9f友治
会 HI開発委且長 大谷提＃
存少年委員長 中村宜勝

第 3 回神奈川

ブロック協議会
6月 15日市民会館において開催

6 月 15日、 1939年度第三回神奈川プロック協
議会が、相投原市民会館大会填室に於て、当相
校原ffff-会浪所のホストによって開催された。

これまでいろいろな条件から、県内各 LOM

のメンパーを迎えることがなかったが、このプ
ロソク協漬会の開催によって、創立以来、 Aitn

にf11／',.!/釦'Hf会填所が主符になる公式会浪がも

たれた。

会；代は全体会i和の前に、市民会館小会浪立に

於て恒i列の神奈川プロック内J Cの理'l' 長会凩
が開かれた。委ii会は経済泊動•呑u会と会li間

発委且会が1r1;エ会郎の会：R虫に於て開かれifi悦

なC兄が交換された。
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社会開発特別委員会発足

理1i Lと古i§友昭

「人と社会の間兌」今U の什年会JR所述勅の

H(1勺はここにあります。「人の間発」これは立派

な経済人として又地区社会の指祁行として恥か

しくない社会人になるために r.1己のi針線にあり

ます。社会の間だとはいかに住みよい只境をつ

くるかにあると忠います「人の開兌」と r社会

の開発」．とはどららも切りはなしてどえられる

ものではありませんがなかでも「社会の開だ」

これは,'f年会漬9所迷勅をす、めていく上にはど

うしても第一lftに取手ttまなければならない問題

だと息います。なぜなら「社会の間兌」i'fif.会

ぶ所で3 ぅ「CD計画」こそ力胄年会填所運勁

の恨底をなしているからです。

綱領にもありますように「明るい0かな社会」

をつくるにしても又福祉国＇文をつくるにしても

この「 C D,lt画」すなわち「社会の間発」の問

題を其剣にとりあげ押し追めていかなければ出

来ないわけです。 「 C Dit両」を押し進めてい

くあいだに色々な問題もおきそのことによって

孜々自身の勉強になり、しいては成々(J己の聞

発にもなるからです。こうたえますと先にもの

ペましたようにi·,'年会俎1所の勅きはすぺてこの

「CD計画」を実行することからはじまると払

は(Jじます。

我々相1苅原がf・会漬所も他の大多数のJ C に

先がけて一昨年「社会11/19H籾l 佑U会」をつく

り、これに取il［色々と勉強もし\.iHしあつめて

市民にたいしてアンケートを出しました。昨年

↑籾l なU会よりtt会 I}l fe 呑il 会で，； 1つぎこのア

ンケートによる rli民の 1"をまとめそれより色々

な Il{l凹点を出し 1し叶ll校1瓜がF-会ぷI；斤としてど

のように地牧社会に〇）きかけるぺきかと行動に

移そうとしたわけですが残念ながら実現されず

に終ってしまいました。又今年度もこの実行に

は困雅をとしなっている現状です。

このことは 1 人「tt会HIたがi l会」にまかせ

きるぺき性1tのものでなく~If及原，7年会ぶ1斤仝

体の問題として取り1:げるぺさしのと．也うわけ

です。社会間兌運勅がJ C運動のtu庇であると

するならば尚更なわけです。tll ！知和1iの現在を

そして木米を1';えるときただIIi行政 hのみにま

かせたさりでよいでしょうか。やはりfムはそこ

に住むがf・カth1極的に考え参加していくぺさだ

と思います。

我々の交する心上f[It知恥Iiの抒米を我々 [I 身

で行えるぺきです。 r未米は,','年のT，の中にあ

り」と，←t hれています。私はtIlt丸/J;Iの木米 1よ我々

,'樺会填所の Fの中にあると(Jじます。 1し々の

「社会(Ill 危 CD汁両により市民のすぺての人

を参加させ、 IIJJるいQかな札If~/佑 Iiの建設に徴

力ながらな加することが出たるならば｛f{［会；R

所の会ll になったこと又，’f年会漬/i印世!I/J Iこ参加

していることがいかに心沢が大きいことですば

らしいことではないでしょうか。正に人生．Cれに

感じではないでしょうか。今年度牛r¢会弧の，t虻

の中にIIJ]日のために今日の情性を払うの力‘’'Hf・

会浪所運動9こと 3われていまナ。我々inI凡1JI J

C も {III知頑市の10年後20年後いや木米のために

今 Uの情性を払わうではありませんか。 CD Jt

画に参加しれ極的にすすめていくことがそのこ
とだと思います。

社会開発間凶 1よ大さな問叫です。，いはやすく

行うは大変だと忠います。しかし我々の行いt,'i

9Aをかたむける（凸値は允分にあると忠います。

社会間楚沌勅を 1i91せ（Iりにす・めていこうではあ

りませんか社会間だこそJ Cit勅の中心であり

一祐やりがいのある述り1Jです。このやうなたえ

のもとに社会開だ↑籾l t,1)J会を発足させたわけ

です。会ii出兄の花）むが祁幻ぷ坪t,"/,})を UJにお

粕いたします。
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一
10周年への歩み

5代理事長宮崎直道

＂＃の一 r~、宮＊れ1i.代 II刑 ’lt 1とを上沿のt光
寺へ訪問いたしました。•に光、'tは＇陣JI月会場で

もあり、f[Jl!,111;( 」 C削立↓、J.よ大変わ世話になっ

ている 1'斤です．今IIl1は山内、中9f、泊iJ：各氏と

広況さU 会でわ，！，（を 1,1いました。

宮りJi.代 ll f'l! 'I叫は現在1籾lPR’liで 1•即lワ炉k

ti tu会さ 1牡い) tねる現役 11ワ） IJ/.役であり、

1し々会 1iの•A 1; l hでムる。 r:*i li代 1 J理 ’lIlとは

歴代の珂,,1りの中で1がf少で刑 ’l（長になられた

カであり、 I’f •I( Jとft((·にあたって(I) : tt会と人

間の間兌のために'、 121 汀IIII:11 をふやそう＇の

2 本のテーマを出げた。 II)は地|文社会とのおn

を 14 り 1111父It~のよ未をそえ 111111 への11ll及IJ和のは

迅のために9:lJすることでh り12)はメンバーの

に大にJ」を人れる二．点であった．＇り時を知るiJ/.

役仝U し：t Pいがその8 兄を lll約してみると、

こしが「·はあら IO る 0味で1哨Jll]的な一年であった。

i9r. J1 tii年という D f/Ul を迎え過.t:四年の I11み

{(9Jt') l：にfll l~＇佑＇1,年会漬 1叶力り'iff.会；~,'1iとし

てのifi5 を ‘2· :9 るに託しく：・ぃ｛、のに If;姓をf,t

えたしうである．
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印l :L)'i米、じくの ’lt繋が，Jtuli1 され'K行されて
米たが11i Lし1;加の旧tを実『€出米たのはこの年
叫nであった。現在l191 じことが我々会u で1J',
来るだろうか？と思える歴史に残る ‘l［叉が三§
U会で行なわれた。

J C デー柘ーtt・Jiとしてi','少年 l»l 梵呑 ll会が
訊となって9kff Itl週についてのIti民瓜会を得l
催した。

諏叩紐：研這、fl11瓢li4H；がll 会、
,)i 1ヽ小中学11 、 PTA述朽l/,1漬会の後扱を得て｀
9l1 511 に 1|i民会館大会i紐を会jりに譴した
のである。 m-f珈として全国統一内容の24t:I
に相投原J C町1の 7問を加えて1kfin:1凹アン

ケートを rli内に 1400通配布しそのI91芥を災計し
それを\.HI として '70年代の,rn1::11'llを行ぇよ
ぅ＇というテーマで講浙と討，溢会を 300 名の rli
民の参加をi、りて行った。一部の沿浙会は悶師1こ
尾行成恭氏、二部の小心会は講師1こ館必9げf長、
厄fJ討相 I灯1J.i少年餃及以下教ffI関係打の方々、 '11
里教fi々 liの I;]会で行われ、一部二部とも活兌
な灯兄の交換があり教ffの 1問題点が追求され今
i役の1kffのあり力が真剣に討川された。この時
の成果は立派な柑告？fにまとめられ残されてい

る。

社会1111 兒をil会が rli内の ,1,,:-:;1ク生を対像とし

て「!llt及11',lをより 9かに、住みよい街にするた

め払のI',・え」というテーマで作文り＂応を行った。

rli内各 11 からil{t ltのほ秀なfi；文の応し｝があり退

どするのに K変苫心したそうだが人退作の発k

会を行い作文瓜もft行した。

指如J IMI 兒かU会は「 11 本の安全と防衛につ

いて」の ,Ii民アンケートを行いその瓜れ、引り逓を

しとに11i介ばU を IIH む911よ会を行った。 'Ii内に
J8地を 15つ‘'i 1liには肛校（Iりなテーマでありこの

会は各 91iIl0 にニュースとして取り1:られ大きな

Ii..,Ifをザんだ。これらの 'l' iは I91991 しt11伐/t;T,'/

年仝：RI和の（I ftを 1lil1;に~tiつてtらえる人きな

成果を h げた。 ‘1i llJは会lu！こ大のIIl‘りは会UNI

兒 EU会でムったが削．ヽ:l):.r.‘れ始めてという 10 tt
名の行会jiが人会した．よたtリエンテーシコ

ン間1文しこの年始めて取り入れた。それ迄允分で
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なかった財政 1伍し叫確化された。 51,'il年を記念

する例会も新人会il 駄迎rりJ会とあわせて）翡施さ

れる了、一[III ー[11! の例会がtnL「（に，汁ll1りされ実行

された。宮幻 l.i.（しlJ理’Jヽ及としては、 OIJ立以米

認Jド式の余：：IIで来たような状態を打破するr.11.:

1i. {Fll という転関を允分に生して会全体の沿兒

化を促す方1：りに Iil けるよう”/Jし Atも良い｝ilil

に向けることが出来た。そのれにはなU会の会

Jll Iこ迄全湘出席するという人・変な努力を払われ

たのである。 1i時の沢れは数冊に全ファイルさ

れ、その完令さにf,"屯とは、かくあらねばなら

ないものかと覧きとともに人変感心し惑激しま

した。

出•9針、卜別J1R,l91よ来年はtIll笈版が年会墳所が削

立以来10年、切めてロム推IEiで送り出すことが

出来たプロック副会長という人役を行めます。

就任にあたっての一；tは、プロックとロムのバ

イプ役となるよう努力し、J C生活lIt後の年と

なる 1975年は悔いのないようにしっかりがんば

りたいとのことです。 1し々会u し宮ヽ勾プロ・Jク

副会長に大いに協力し、プロックで天われるこ

とのないようロム話勅を允実させ全Uでがんば

りたし‘° （・廿沼，記）

社会と人間の

開発のための

理事長宮崎直道

過上四ff·r: i1 、.n-·¼なJ C活動を展間して来た

4119灯 IIii't,年会i員／所も、.,t,:年は1iff. 11 と云う一つ

の節を迎えることになりました。栄光と繁栄の

ヒ 1→年代、その切頭の年にも1iり、fII t及Ii;[がf·

会漬I；斤も一JP新たな力向に向って行動しなけれ

ばならないと忠います。＊＇虞の泊動を lit開す

るにmし、我々がわえなければならない点を提

心してみたいと思います。

ー 相1曼原の未来を考えよう = 

まず 1、1,年会；J\1祈沌動は、 rより口かな社会」

のfl1l辺のための沌動であり、その遠動は地技tt

会とその I| ilくに・・キ； n し， Ili民とJt 1 こ Z え、 Jtl.: 

ti勅 r ることによって、より K きな 1』し］！が1!} r, 

れると l.iじよす。 1し々が'l:hriし、企沼を1やむこ

の lII t応 9II が1わ来どのような 189J（をするのか．fi

政．＇糾,'f..t:Cf,'・祁11i問凶下について 1,n 々i'；ぇ

な I tればならない．’・・｀しがj:.\ヽと忠いよす。これか

らi£々 9E9氏する 41lt知；i、その地械社会にひそむ

問題に＇月れをもってJrくりt11 t•ぺさでしょう． 15

年はtt公間だ、Itff旧園についての市民、！•t ,:a公

作文 A1 瓜、公 rollJ＄演会をはじめ公Iり1七ミナー、

柑t即；［平1：会ぷ/;Ir PR 版,1;iu紙だ 1t；；；の ’l9 哀が

叩liJされました。このIP な ’19 文を通して、 Ili民

と共に r1111 IJのtIII欠1和を行え、 r tt会と人 1!II

間紀のための沌動を進め、よりじくの Ili民に

孜々の沌勁を踵駅していただけるような活だな

述約を展1り1 したいと忠います。常に地桟社会に

,,ti'Jした沌動を RItる II.~ 、 1し々の沌勁の成'~:ヵ9

丸約され、より多くの人々のJ恥3 カ'i'いられるで

しょう。そして指）·？性をt,そなえた 111'年会ぶ9’It

にするよう 9う）J -「ぺきだと忠いよす。

一仲r.iをふやそう＝

次にこのような沌勅を椎迪する‘'iり、しう一

度その.Q:.,qと 11 『]をr,·えてみたいと．＇ど、＼ヽます。

それは「0かな社会の削辺」でムりそのための

r社会1111 梵、！訊JJの間記がJ C述抑のIli木

です。 r社会間だは人間のIIll jとであり、旧AlJ 

の間だ 1よ間人の間だである」と云われ、又 □t

年会填I'斤が、tfに社会間だを II 指して行く I ll f~ 

であるなら、もしその利は加IE-/l~ tJ/l) ,11, :r.it

にだけ材するなら 1凸futあるtlli汎とは云えない」

と云が1.!iり、 1いが社会間兌を中心にがf.会；＂
所沌約を lJり 1111するn．卜、よりとくの仲 1111 を増や「

ことの必要性を・＄じよす。そしてtt会の追J!)に
悶fll出来るような、 IIilくとしてのし't(ECぶ、会

U としてのit(ぃx,3の間だと,y;''iが必嗅でしょ
う。ポ兌な ,'I ff会；＂Hr沌動を l1れ＇41 r るために、

ス行さにあふれた行的JJのある平l：・会ぷ所にす

るためにし、一K4の会U 0:.1/l)比I I:と共に、よ

りじくの会Uの拡KIこ 9”めるぺ3 であると忠い

ます。-I~々の，＼｀ ：r. 会ぷ噌 1よ常に行さを r（ち、 Ir
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J勺力と訓込性に1Xんだ1mでなければなりませ

ん。小さな世．｀らを大きな反映にまで、そして本

年は rいf•II、今まで交いて米たJ C述勁の位を

更に大きな位に拡げるような ~~1Jしたいと恩ま

す。竹1加の切支,~と切Ill力を切にお即いIP し上

げます。

待望の防衛問題アンケート

「指如）間兒呑u 会でまとまる」

昨年度のn -t:がf・会填所のJ C デー統一）lt哀

の「O*IT)安全と防衛について存えよう」では、

当相I及I点の，’1 年会墳9祈は、市民の行1必を対象と

した、アンケートを・共庇致しました。その報告

：：が大変1こ遅れましたことは、，苫に 111 し，沢けあ

りません。ここにこの内而をおf:fりして深くお

年代別

ゅ み

Jtび,1, し上11' ます。

さてこの柑告．I} を作成しながら私の感じた：：
とを述ぺてみたいと忠います。この柑店内の及

祇1こ L ifJIl しましたが、口本の安全と防術につ
いての間に対して60％との多くの行I没がもっと
深く行えてみたいと笞えています。このこと 1よ

u 木の各政兌の防衛政頂が国民に完全に支1．与さ
れたものがないのではないかと私は感じました。

今口のIJ木て•国の）£本的な防衛政策ですら、国
民の合迂がないままに政治が行れている、この
ことが II 本の不ヤであり如りであると忠います。
この報苫？！がそうした中ですこしでもff様のど
えの中に取り人れられれば本当に寺いと存じま

す。it後にこの柑告心作成に当り、古俣lf少年
開発が1長の絶大なるご協力に深く感謝致しま

す。

［以下flll .. ｛・より抜 9卜した l; l 
男女別II軒芥 h1＄成1i

99 代
10 20 30 40 50 60 合計

斤り1

男 30 168 162 18 51 28 •l87 

女 3,1 118 5l 27 10 28 271 

Jt 64 286 126 75 61 56 758 

% 8.5 3i.7 28.5 9.9 8.0 7. 4 100.0 

指打力llll兌委 luと

中 H ll"-
勝
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1|i民染会

ミ70年代の教育を考えようク

に参加して

相撲院ロータリークラブ§れ事

伊藤 茂

去る昭和45年 9 月 5 □仕）fllt伐瓜＇f;［会漬1行の

主催で行なわれました、 '70年代の枚ftをわえ

よう‘をテーマとする市民迅会に参加致しまし

たが、当クラプの中且さんの名司会の下に、会

の運営がなされましたが、殆んど立錐の余地も

ない程の必況振りで相9知恥’f年会漬1所のメン

パーが其剣に比の問題と取り阜Uんでいる姿にい

た＜惑銘いたしました。

第 1 部は、かの’やまびこ学1夕＇で~i名な 11/J

見学団講師、歴行成恭た生の請済でしたが、そ

のなかでミ知益と人／iとは共にあるべき及裏一

体のものであり、相互の話し合いをもてない人

間は、不名であり、rしの人間昧のない人である。

知煤が判断を決め行勅を支配する＇というれを

述ぺられましたが、味あうぺさことであろうか

と存じます。

ついで第2部のパネル・デイスカッションに

人り培師のI位原神奈川少年佐々比が家庭92 fl問

題について’家庭ではU利力、抑副力をつける

ペきであり、過保護は、危険、 1凡性をつけるペ

きであると H告し、更に、躾はきびしく、 1よ紐め

て危険な処方箋であり親自らが殊に父親の役．判

りの成大性を力説し、親日らがiれを正すぺきで

ある＇と述ぺ、ついで山名定叫Ii立旭Ilr`?-11il

がミ現代の I'1,少年は過去に於ける溢理的な人間

形成から映像感党的人間へと変貌しており、 1,1

鉗時代に於ける極めて危険な因_1·を含むこと＇

に注g：を嗅起し、 '70年代のれ：＂は感貨：的なし

ののた行する中に、まず私達がなすぺさことは、

fl学的、と理的なものに11ffを向けるぺきであ

る＇と強：りされました。

更に rli.f勾］がtuとでありfIII及女·f大9対2であ

る n口臣太郎枚l9 は VU子関係は人閑が、この

地£~ I:に生れてから、現代し(!J．少しし・文らな

ぃ•K態であるとして又·j，りの hさを）J没し． ,~1i1I

は玄と玄とのt,「びつさの中にあった筏f•閲係が

,~i~は、 ~1訓I•じ ERへと変ぼ．これがために

ば妍問題もり(l々とジくなった：と一兄イ•l1'i',..,::,

かの ~II き、 l的を述ぺてわられましたが、これは

滋却こ於ては、（・はかすが＼ヽ、と云われたが．

現代では交f}をはぷが故に？が1のなくな•以:k. 

如｝は別れるぺきた、しかしf·がhtしその．心IHの

上人公である、親はfEみよい・i{.l11のムート五い）

をすぺきである：と、 Ai／丘に、t此ふ1b 光'tfuと

よりこ技術，t祈による物nrむ先の70年代のh(f

は、たづ人1HInr( 、 l'Uの民上上Rを惟しiじめ 91

ffの牧会均等のれff行政がithねばならない、

これがためには閥ltlii!.i具が要求されるでしょう

が矢吸り、これを使Illするた‘Eが大切でふり、

/)II えて社会枚ffがより瓜＇要な役割を果ヤこと

を述ぺられ、 At后に汀し生と生ttの人間関係の

ll(要さ＇を 1J設されました。

更に各JN師から、一 ‘Ltづつの兌，tがあり 1t吐

応芥に人った訳でありますが、と刻を20分し延

lとするという、間かせる h、間く行のl.c卯9な態

度にhliく心を勅かされました。

今後 L私迂ロータリークラプがスポンサーと

なっているi't(f.会漬1所、成いはU1位f{l1氾致し

ておりますポーイスカウト、ガールスカウト或

いはローターアクトクラプのこのようなir"II に

は、一人でもジくのロータリアンが1，Li／行して 1tt

励し：BHIDGE THE GAPS' を実践してI[i

きたいと存じます。

＝作文発表会に参加して＝

相惰原市企画部長

田所長義

,liL~ のかたがたに、よりぶい文化的な'Eitを

l.}っていただくためには、どのような庇匹を企

Mしたらよいのだろうか、口かなよちづくりへ

の配ではどうしたらかなえられる Iミろうか••"•••、

いつしt:Lの念頭を上らない命題でJ)ります。

このたび、 lIII凡I{UI:f.会漬所のかたがたが、
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この問題に取り組まれ、次代をになう「1,少年の

卒肛な考えを問われ、その発表会を開催される

にあたって幸いにも私をはじめ、企画諜長まで

もその席に出席させていただけましたことは、

惑謝にたえません。

ともに、その成果を期待いたします。

人の大ぜい住んでいただけることは、たしか

に繁栄につながることにはちがいありません。

地域の閃境が円満なバランスを保っている間は、

何んの問題も発生しないことと思いますが、相

模原市においては、いま大きくそのバランスが

崩れ、内空と録を誇った過去の姿が一日一日後

退を余義なくされている現状であります。

乱開発、公共投賓を追い越す人口急増等数え

あげると際限がないようであります。中・高校

生の皆さんがたの貫直なご提案も、この問題解

決へのご意兄として、私たちは、謙虚にその解

決策を進めてまいりたいと思います。

市政は、常に市民とともに進めていかなけれ

ばなりませんが、人口のふえることはともすれ

ば、住民の慈志が市政に反映しにくくなりやす

いきらいがあり、市と市民との心の触れあいが

うすらいでまいります。

私たちは、市民の皆さんの声を十分に行政に

反映させ、よりよい信頼関係を創り出していく

よう努力を直ねております。とくに昨年7 月、市

の新庁舎の完成を期して、市民相談室を設けま

して、地域の閃境問題等について、いつでも門

戸を間いて皆さんとの接触関係をより緊密にす

るようつとめています。

相模原甘年会墳所のかたたがたの運動の目様

を拝兄いたしますと、地域社会の正しい発展と、

そこに住む人々の幸せを駆うことをねらいとし、

行政への批判でなく、市政への理解と禎極的協

力と参加の姿勢であると述ぺておられます。私

たちは、百万の味方を行た感がいたします。

急速に変りつつある相投原市、それは社会閃

境の退化でなく、無限の可能性を持ったtf年都

市相投原として、幾多の難関をこえて、より登

かな明るいまちを創り出すのでなければなりま

せん。この雅事業に取り組まれた、胄年会議所

のかたがたのご熱むに心から感謝申しあげると
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45 年度役 員構成

理 事 長 宮崎直道

直前理市長 古楳友昭

副 理 事 長 大打一男

', 花形義一

財 務 担 当 鈴木英次

事務局担当 内田 空

総 務委且長 手塚幹夫

社会開発委且長 宮崎 昇

指祁力開発委員長 中村宣勝

会只開発委且長 山内 大

経営者開発委R長 山口富雄

存少年開発呑且長 古俣志郎

広 報黍只長 川合貞義

46 年度役員構成

理 事 長 内田 窮

直前理事長 宮崎肛道

企 画 室 長 宮崎直道

副 理 事 長 大 1't一男
,, 宮崎 昇
,, 山内 大

稔 務委且長 中村宜勝

財 務委且長 中 9F 9,9 ニ
広 報委且長 高田 仁

社会開発委H長 花形哀一

胄少年開発委U長 久保田栄一

指荘力開発委R長 大谷提亨

経営者開発委H長 水谷好佐

会 NR開発委且長 川合 n 哀
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10 周年への歩み

6代理事長内田 寛

6代理事長内田窪氏に6 月 24 日お目にかかり

ました。当時の思い出を大いに絹っていただこ

うと山内OB と大貫理事長、宮崎旺、荻9F` 1ヤ

上徳、浦上の 6 名で同いました。

内田氏は色浅忠く、日本人雌れしたその容姿

は、外国人と問違える程で、国院人の風格を惑

じさせます。その秘花は印木高校から商船大学

に進まれ、卒棠後は海の男として、大型タンカー

に釆り込み世界各地を巡られたからではないか

と思っております。船の中での体駿から得られ

たのでしょうか、海のように広い物に対する考

え方と、一方でな ',9緻な行動力も伺がわれます。

内田氏の家族t昂成はお母さん、奥様、おはさ

んの 4 名で典型的な女子家庭だそうです。内1IJ

6 代理1ヽ長は相灰原tf年会填所のチャーターメ

ンパーであり、認承証伝違式の折には堪能な』5

学力で在日米軍音楽ほとの交渉にあたられたそ

うです。

5 代宮崎ii.'.rn”"“位の元でl;llj理事長として各
種苔式の笠償をされ、 6代理事長となられてか

らは、定汰を整(a し｀完全なものにされました。

現(f. ‘Ii J C が使ill している；り式のI点!'lはこの＂

に決まり、その数は1orH直にも）とんだそうです．

理 ‘II長として内部に [I をつけることしなくなり、

外へ l」を向けて、大きな巾菜をituiしました。

それは1別r:fl四李による rハムレット」、をチャ

リティショーとして間催することです。内m珂

’It Lとはこのチャリティショーを 2つの店味から

計画したのです。 1 つは 1 咋的な．fa元沢金とし

かならないが、活動貨金を災めたかったから。い

ま 1 つは札l t只/1記＇f年会漬所として、アンケート

悶だをしたり、市民参加の沌動をht lHIするとき

の碁況的な名万を求めるムです。しかし、実施

には当切つまづきがありました。それは珂，It比

が総会終了後、左足を竹折するという 1i故に遇

われ 1 カ ll 間程人院した時、 8`9期尚'「·との反川

・む兄が出たのです。だが結，！的には理 ’It比の牡

・むが通り、実施が決定しました。こうして］＂団

四季によるハムレットが、 1：行委[Uと宮幻i[、

堺かで理頁（£行 大谷のコンピで光り出されま

した。ハムレットのネームパリューも良く、人

気もあり、料金も手ごろで、市民会館が漏 1,'r.と

なる程の人成功でした。そして、珂 lIヽ比として

チャリティショーのようにメンパー全Uが 1 つ

に結束し、！I9業を実施することがいかにi’f年会

填所活動にプラスになるかということをK・名な

さったそうです。この頃は理19会や例会で会U

同士よく泊溢をかわしたそうです。メンパー全

てが良い店味で氾えていた0.¥であったようです．

（何かこの話しを聞いてit近のスマートな泊動

が，lになりました。）比近の活動について内田

理 ‘Iヽ長は、年頭切に提出した各呑U会の計画が

年末までに泊化されていないこと `‘lt突鉗告す

ら提出されていない点を指瓶して、 rg的をつ

かんで ’lt震をやってもらいたい」と活動の店仁

姿”をさとされました。

例会もユニークなものが多く、出席半も60

バーセント以上であり、 25名を§IJることはなか

ったそうです。またこの頃は理 ’lヽじと理’lヽの年

令的な差があまりなく、良い．む味での競’卜心が

あり、血ス必んなメンパーが多かったそうです。

またチャリティーショーの成功により内田理
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‘ItJとは 1利l·tll刈やとの関係も深まり、地拭のi：人

"nuする n はもあって、相恨原にi}t.\を作ろ

うと提℃されました。、これだけはl,llj理1i長以

下の大反対によってk現しなかったと残念そう

におっしゃっておりました。

5代 n 、 69t ll 、 79t n と 3 人が3人とも厚

＊高t2の卒菜＇上です。そして卒哀の年度が7 代

11 、 6 代 IJ、 5(un の順で、i妍輩から先に理1Jt

長になった沢ですが、協力体制も良く、この 3

人の理1t長時代が相校即’f年会填所の贔盛期？

と笑って話されました。

内田交氏は1}年会漬所に入会しなかったらい

ろんなむ味で今の口分はなかっただろうと述憤

されています。贔後に、現役の会Uに希むこと

として、 J C そのものに、のめり込んだ活動を

し、大いに惑勅し、批判の打9神も棗ってほしい

と述ぺられておりました。 （浦上記）

71' 年頭に当って
理事長内田 宣

J C はいわゆる社交団体でない。 11伍焚悦関

でもなければ経済団体でもない。J C は社会団

i本であり実行閲関である。J C の序,,神的支拮は

ヒューマニズムにあり、J Cの目的は布識i'f年

の社会憧成の実現にある。 それは社会奉仕に

其約され、その内容は時と所によって異なるが

その実践の過程で修練が達成され、友情が店め

られる。J Cの性格は進歩性、 h1極性、国院性

の三点に象微される。長文を引用して字数をか

せぎましたが、 1お5、 56年会頭の指針でありま

す。

昨今？f年会：真所運動が曲りJりにあるといわれ

ましたが今口tn心にかえってかみしめてみるペ

きゴ葉だと私は思います。又、 60年代で区切ら

れた造反運前と破墳は70年代には削追の勅きと

なるとはじます。それは碁関が造反であれ体制

側であれ、 9/jしい創造が生まれると同時に 1し々

も切心を忘れずにそれらに対応してゆかねばな

らぬ困難もひかえているといわねばなりません。

ニーチェは、：理駅は行むを停止させる。行
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勅人とは理＇位の危険を回迎する直観1」の15上の

ようである。＇と糾破しています。

私けこれをi’f年会漬所の若さと行動力の＊1t

にふれるものとして忘れたことはありません。

あるテーマがあります。がどんなことにも拒

絶的な理[IIの埜々めぐりはなりたつものです。

公屯澗題にしても然り、です。この拒絶的な堂
々巡りの中にあっては、活動の進展は全然兄る

ことは出米ません。そこで今年のJ C デーヘの

指針として一つの提案をいたし、竹様の賛同を

得たいと思います。

J Cの若さの特権は時代を先取りすることで

すが、すでに大向うには個々の公害に対する

オーソリティのアプローチがあります。そこで

それを飛びこして｀公古のない社会とはどんな

ものか＇と定めてみたいと思います。

又現実に問題となっている低開発国、特にアジ

ア向けの日本の諸援助はそれに派生するすぺて

の公害を今日の日本以上にまきちらしながら進

められ、いつかはエコノミックアニマルという

汀葉が世界に一般化し、アジアを日本以上の公

害が穫うのではないでしょうか。

つ文明が2倍になれば危険（公害）も 2{音に

なる＇とは何百年も前からある言菜です。つま

り公害への挑戦は即文明への挑戦です。文nJJを

破填して我々の生活はないとすれば、この理片

の堂々巡りを断ち切るには、新しい創造文1lJJに

文明社会を求める外にないかもしれません。公

害を接点として公害のない社会を市民と共に考

え、一方焦公害を碁関としたアジア政策の進展

に行動を起したい考えです。

頭切に内きましたとおり目様の実践道程に於て

i埠と友情を生みだすのがJ C 活動の本ttであ

ります。訊兄の御指iりと御支援を得たいと願い

ます。
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市内新入学児童

に交通安全

ランドセルカパー寄謄

恒例の市内新人学児窟に対する交通傷古保険

つき黄色いランド七ルカバーの寄賠は、メンパ

ー各位の協力をi'.t.て 4 月 5 日に行われた入学式

に 11りに合うよう各小学校に配布を終わりした。

入学式当口には、内田理市長が向阻小学校で

行われたl憎呈式に出席し、新しい小学生と同席

の父兄、先生方、 PTAの関係者らに対して、

交通公害から子供を守るための我々の顧いと行

動をアピールする挨拶を行いました。

公密のない明るい0かな地埃社会の実現を掲

げてスタートした今年の我々 1'/年会m,所の活動

は、各委ll会の動きも軌追に東り活発化してき

ました。中でも交通粒争とまで呼ばれる公古の

真只中へ新しく子供遠を送り出す親遠の心の負

れを少しでも軽くしようとの駁いをこめて行わ

れているこのランド七ルカバーの寄間は、今回で

で第4回目を数えるに到り市民の我々J C に対

する兄方も一M地に花いた市民に密行したもの

として強い関心を呼ぴ高く評価されてきていま

す。

しかし乍ら、甘都団のベッドタウンとして又、

内陸工業地俗として人口が年々．0増の一途を辿

っている当市の新入学児滋の数は、それに伴い

激増し昨年度の 23Il以上も培加し今年度は

6.100名に及び、今回のtfl~に対する予互も 30

万円を越える大型となりましたが相収原ロータ

リークラプの絶大なる卸ttr..1を頂いて漸く実現

したものであるます。

こうした1f依の中にあって次年度以砕におけ

るこのランドセルカバーについては若干の問題

がありそうですが、日下そうしたJ C活勁の哀

付けとなる予互伯四を構ずるぺく企画され 7n

7 日開催を予定されている第 1 回チャリティシ

ョーが如何に大きなERをt．卜っているかを我々

は再認品し、必ず成功させるよう努力しなけれ

ktならないと茄感します。

□97呼口
ヽー, ̀  

]
-

ー
• • 

夕溌
凶

社｀こ—:I
10周年への歩み

7代理事長宮崎 昇

7n l7U の仕、休みll.fr』を利fl!して宮il-,i,?7 

代理Iluとを勁務先相l!,i工 ~I所にお,.りねしました。

当時の息い出を比っていただこうと山内 OB 、

大lT-、磯碕、i,li上の 4 人で同いました。

宮崎昇氏は当 LOMで先生と称される唯一の

人です。その理山は以前中学校で1t況をとられ

ておられたからであり、会UのMH、小川、 1q

本三心は先生の数え子とのことです。 1t項を去

られてfnI父工悦 1所へi’l務として人社i史、現ロ

ータリアンの行沼氏やOBの加i長氏の勤めでJ

C に入会されました。柑投原n年会i111所のチャ

ーターメンパーの 1 人です。山内OBの話し

によればた生は 7代用l9長になる,i(]何度か珊 ‘IC

仕に推されたのですが、 r時期をみて」、との

ことで万年,\lll理 ’19及でおられたそうで、まだか、

まだかと理 ‘luとになられるのを会ll-Idlifちこ

がれていたそうです。

6代理 'lりとが内部的な内式下を允分整備され

たので先生は内祁＆JIはの改革を凶り、副理 ‘It及

を 3 名とし、「111時に至比とする現在の宜割度の

1よ本を~llみ上げました。t釘~月、 1111 兌、企画がそ
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一 / あゆみ

一
年頭にあたって

理事長川合貞義

剖立 9周年を迎えた19

74 年1辺のHll~I恥＇t｛f-会ぷ

所）・1!1•11 を始卯Jするに当り

-,t述ぺさせていただき

ます。

激勅の70年代と，1われ

て '1,·3 年経過、たのドル

ショックに次いで111,年来

の全世界的な石油バニ •I

ク、これにかかわる不安

な社会t,','',}と、まさに内外の1註しい激勅のJr.t,'/

,}の中でJ C述勅をいかに進めるぺきかをまず

慎直に hえなければならないと思います。

l ll2011);f nfll6lm会ll\Jりで行なわれた!,f°'<;-1!.!I

全囚理＇l~長会ぶでは＇I’述 n 木i'f年会沿所として

の公．O ＇lt態宜3 を採決しました。それは r国家

的fcrtとも；r えるこの時間に当り、われわれ

J AYCEE は、J C宜：i文及び俎領の NI神を

想としつつ、J C が{ll1 を名）すべきか、何をぬし

I'iるカ・J C述勅の ri（凸を 1::1 い、その未米を決す

る重·}くな時であることを全会Liが認識しなけれ

ばならない」と，1 う＇ドと、 「J C連勁のあり方

と会n個人個人の姿9”を改めて問い虹し、われ
われにとって ur能であり、且必要なことを決心

する」と、iう内芥であります。具体的な活勁），g

I←\hやプログラムもヽII決されましたので、イ“FI父

’I［文泊勅の中で允分は討しtIIみ入れたいと忍い

ます。

和l bt 91，り年は Tl釘記念すぺきtIII及I)I J CIOI,,,,1 

年を 1]「I に 1•(f・一作の出i知の年になるわけですが、

会[Ur兄のJ AYCEE としての使命感を帖リ：

しては力をいただき、内部沌村の允Kに力を注

ぎ一つの強いたくましい良い節を次なる 10年に

46 

引訊ぐことをAM本として終始努力をいたす所仔

ですが、全会ilのう5カとt,'L力をます‘お即いした

\\と思います。良きリーダー 1111)..lu'[llirJI[ 1(L↓、

宮鯖、内IU 1,IJt籾IIPt •I［をはじめ火J•r 、久保Lil、

岡鯖三副四lt長と、理収情兄、共々に協ばすぺ

き点は允分尽し、移譲すべき．＇・'iはft(E を拮って、

全うしてもらうよう運背面ではi't(£分田制を防

襲いたします。

私は、ここ数年米、 LOMの直．，知lt棠に対す

る秀ll会の協同性、協悶性、協力性を主張して

まいりました。

これは、ff年会ぶ所の人きな llt業いわゆるill.‘·‘.i

ii心に閃しては、各委li会の位つその特徴を、あ

るいは、呑il会の；lり某計画を、この重点事菜に

生かすi8Jり方法を取り入れていきたいと；tぅ｝lC

です。

昨年米急退訊四 1こ取り上げられました「市民

桜祭り」 4)l 6 、 7 日と行なわれる 1tになって

いますが、当J Cでは全面的にパックアップす

る旨を公｝a し、すでに実行されていますが、こ

の泊勁｝j法を、市民桜まつりに、全面的に取り

人れ、まず本年｝父の前半の真f,16 を 1HI うて兄たい

と，，，えております。座l::J J C設立、交通問題、

チャリティーショー、 10周年記念のため、訂料

造り、その他鞘続’J（棠が、もり沢山ひかえてい

る訳ですが、すぺて、この方式により、あせらず

にィ布尖に＇兵行する努力をftさんにもJ川持してff.

頭のあいさつにさせて」』きたいと思います。

市民桜まつり推進委員長

宮崎君に決定

,liLtさくらまつり 4Jl61.1ｷ7II 実厖

眠さくらまつり推進佑li会 かU此 宮ヽう utin

.kti ti li会部会J C/11''i 

柁 n ：祁会 lll内 k lIM伐呑 li会叫皿9

Jc!H広柑：＄会水谷 kf/lr:広柑、社会 l\ll~H•U 会



















































































相模原青年会議所十周年実行委員会組織図
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；協贄名簿！＿

朝日生命1目1只原営業所

八千代口用金虞ほ本支店

株式会社 クポタスポーツ

松原口気工業株式会社

相ロレンタカー

植村工業株式会社

株式会社佐々木工務店

有限会社第一中央商会

有限会社杉本商店

斉藤組工株式会社

相頂医科工業株式会社

株式会社： 相日カラーフォーム工業

ミツウロコ株式会社

菊屋浦上商口株式会社

テクニカ株式会社

有限会社相都製作所

有限会社藤川製作所

株式会社水谷商コ

合口会社洋文堂

丸産建設株式会社

有限会社香川タイヤ商会

株式会社 カネマス

プリヂストンタイヤ京浜販売（株）オ目口原営業所

虞本ゴルフセンター

有限会社 クポタ製作所

虞本自動m字校

桜内工務店

小川水道工業所

合名会社大貫米穀

相移［原信用組合

株式会社中村書店
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協黄名簿［
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横浜銀行渕野辺支店

有限会社ユイナワ建具

有限会社大矢松衛商店

有限会社駿河屋

相模ガス株式会社

有限会社向陽精機

向隅工機有限会社

株式会社森井製作所

株式会社宝生工業

千代田器機株式会社

ファニー あけぽの

小川電機商会

日ぺ相模原調色サービスステイション

株式会社 ローゼン

有限会社古木不動産管理

株式会社明野開発

富貴堂眼鏡院相模原店

小島陶器店

大貫洋品店

篠崎時計店

井上歯科医院

小形商店

有限会社菅沼商店

株式会社内田材木店ー級建築士事務所

有限会社津久井屋商店

学校法人桜美林学園

フォート マツダ

オギノ写真館

株式会社 ソーワ空研

社会福祉法人 相模福祉会

戸沢政方事務所
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医釈法人社団仁和会 相槙原伊藤病院

西門吉友

サパークラプ・ムラタ

福栄軒

武相新聞社

株式会社石久不動産

あさひや

石川直正事務所

中島商会

株式会社相口総合企四

大和興産株式会社

新倉左官店

向笠建材

川口塗装店

つるぺ寿司

ゴルフショップツルミ

肉の小山

針井石材店

吉川織物工場

富士屋レストラン古壇

八王子天安

天ぶら十兵衛

味の関所庄助

割烹えびの

季節料理その

鉄板焼 1こしまつ

タケウチ酒店

株式会社米山洋紙店

ュタカ製本

アトリエいちのヘ

有限会社朦本踪合印屁1J
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■ 編集後記

10年の歴史を一つの記註としてまとめる作哀 1こ・行手して、初めて

いかに数多くの！Iり笈が過去さまざまな形で行なわれてきたかを知り、

勉強不足を深く反tiさせられました。

その記録をどのような形でまとめるか、また不足沢料をどのよう

に果めるか、出発の時点で大変苦労させられました。沢料のない年

度に当ったとき、 1t笈記録を一年ごとに整理保管しておかないと過

去の記録を参たにする段に大変な困難を）関たすんだと改めて痛感致

しました。

幸い1974年度広骰委il会が、広柑紙「柴胡」に企画した「10周年へ

のあゆみ」がありましたので r10年のあゆみ」の闊1よ、それをその

ま、採用させてniきました。随想・雑感の項はやはり「柴胡」に寄

屈していただいたものを加策、訂正せずに原文のま、記載してみま

した。

そして、多くの記念誌が「兄る」型のものが多い昨今、この記念誌

を、あえて勺えむ」記念誌にしようと怠図しました。したがって年

1文年度の会Uの活動状況、当時の会RのJ Cに対する考え方も多少

わかるようにしたつもりです。

こうして、全メンパーの多大な協力により、無事記念誌を発行で

さますことは部会と致しましても望外の喜びです。

どうか、址非本誌を熟説され、折ある毎にひろげて項き、水遠に続

< J C述苅に参加されたかつての自分の姿を想い起し、今後共J C 

運動に対して深い御理紹をいただきます事をお顧い致します。

10周年記念誌部会 ：し＼川勉 小川一夫

飯品仁 井上党

宮田泰夫 荻野勝哉

山内大

相模原青年会議所

相模原青年会請所事務局

112 

相撲原市中央 3 -12-3 

（相撲原市商工会館内）

TEL 0427(53) 1 3 1 5 

創立10周年記念誌

B8和50年10ll20日印刷

昭和50年10月 25日発行

糾船者 10周年記念誌部会

発行打 相校原i','年会議所

発行人 理!Jりと大1＇［一男

写柏・製）坂

製＊

印刷

アトリエいちのヘ

ュタカ製本

藤本粽合印刷
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